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は
じ
め
に

物
語
や
詩
な
ど
の
文
学
作
品
に
お
い
て
、
鳥
は
し
ば
し
ば
象
徴
的
な
存
在
と
し
て
登
場
し
、
特
別
な
役
割
を
付
与
さ
れ
る
。
例
え
ば
、

中
国
で
は
フ
ク
ロ
ウ
は
母
親
を
食
ら
う
悪
鳥
と
さ
れ
、
ハ
ト
の
飾
り
が
杖
の
先
に
つ
い
た
鳩
杖
は
、
敬
う
べ
き
老
人
を
示
す
文
化
的
記
号
と

し
て
機
能
し
て
い
る
。
日
常
的
な
例
を
挙
げ
れ
ば
、
季
節
の
到
来
を
告
げ
る
鳥
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
現
代
人
が
自
然
に
疎
く
な
っ
た
と

い
っ
て
も
、
日
本
で
ウ
グ
イ
ス
が
「
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
」
と
鳴
く
季
節
を
問
わ
れ
れ
ば
、
多
く
の
人
が
春
と
答
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な

季
節
の
音
、
人
々
を
取
り
巻
く
自
然
音
に
つ
い
て
、
中
国
古
代
史
研
究
上
で
は
あ
ま
り
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
論
は
、
季
節
を
象

徴
す
る
鳥
の
う
ち
、
特
に
春
の
鳥
で
あ
る
「
倉
庚
（
蒼
庚
・
鶬
鶊
）」
に
関
す
る
記
述
に
着
目
し
、
鳥
の
声
が
古
代
の
人
々
に
ど
の
よ
う
に

認
識
さ
れ
、
伝
承
さ
れ
て
い
た
の
か
を
考
え
て
い
き
た
い
。

し
か
し
、
本
論
中
で
も
指
摘
す
る
が
、
古
代
の
文
献
に
記
載
さ
れ
た
内
容
か
ら
そ
の
鳥
が
現
代
の
ど
の
鳥
に
同
定
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に

鳴
い
た
の
か
を
特
定
す
る
の
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
伝
承
の
過
程
に
お
い
て
、
音
の
類
似
や
字
形
の
類
似
な
ど
に
よ
り
名
前
が
混
同
さ

れ
る
だ
け
で
な
く
、
本
論
に
挙
げ
る
『
礼
記
』
や
『
呂
氏
春
秋
』
の
月
令
記
事
は
『
詩
』
豳
風
・
七
月
や
『
夏
小
正
』
な
ど
の
諸
篇
を
取

り
入
れ
て
整
理
さ
れ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
記
事
の
時
代
性
や
地
域
性
を
確
定
し
に
く
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
問
題
は
本
論
を
進
め
る
上
で
非
常
に
大
き
な
問
題
で
は
あ
る
が
、
本
論
の
主
眼
は
、
鳥
の
声
の
具
体
的
な
時
代
性
や
地
域

性
を
特
定
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
文
献
上
の
表
現
の
変
化
に
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
古
代
の
人
々
は
鳥
の
声
が
ど
の
よ
う
に
生

（
1
）

（
2
）

（
3
）

中
国
古
代
に
お
け
る
鳥
の
声

― 

倉
庚
を
端
緒
と
し
て
―

矢
　
島
　
明
希
子



26慶應義塾中国文学会報　第２号

活
に
作
用
す
る
と
考
え
た
の
か
、
ま
た
、
社
会
の
変
化
と
と
も
に
そ
の
描
写
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
る
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
論
が
中
国
古
代
に
お
け
る
音
の
風
景
と
、
そ
れ
に
起
因
す
る
習
俗
や
精
神
文
化
を
理
解

す
る
た
め
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
．
文
献
中
の
倉
庚

ま
ず
、
倉
庚
が
文
献
中
に
ど
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
の
か
を
見
て
い
き
た
い
。

（
一
）
春
の
鳥

は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
倉
庚
は
月
令
類
な
ど
の
記
述
か
ら
、
春
の
鳥
と
い
う
性
格
が
浮
か
び
上
が
る
。

『
礼
記
』
月
令
・
仲
春

	

始
雨
水
、
桃
始
華
、
倉
庚
鳴
、
鷹
化
爲
鳩
。

	

（
始
め
て
雨
水
あ
り
、
桃
は
始
め
て
華さ

き
、
倉
庚
は
鳴
き
、
鷹
は
化
し
て
鳩
と
爲
る
。）

こ
れ
に
つ
い
て
、
鄭
玄
は
「
皆
記
時
候
也
。
倉
庚
、
驪
黃
也
（
皆
時
候
を
記
す
也
。
倉
庚
は
驪り
こ
う黃
也
）」
と
注
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が

春
の
到
来
を
告
げ
る
物
候
で
あ
る
と
す
る
。『
礼
記
』
の
本
文
と
同
様
の
記
述
は
、『
夏
小
正
』
二
月
や
『
呂
氏
春
秋
』
仲
春
紀
・
二
月
紀
、

『
淮
南
子
』
時
則
訓
な
ど
に
見
え
る
。『
逸
周
書
』
時
訓
解
で
は
、

	
�〔

立
春
〕
又
五
日
、
倉
庚
鳴
。
又
五
日
、
鷹
化
爲
鳩
。
桃
不
始
華
、
是
謂
陽
否
。
倉
庚
不
鳴
、
臣
不
□
（
從
？
）
主
。
鷹
不
化
鳩
、
寇

戎
數
起
。

	
�（
又
五
日
、
倉
庚
鳴
く
。
又
五
日
、
鷹
化
し
て
鳩
と
爲
る
。
桃
始
め
て
華さ

か
ざ
れ
ば
、
是
れ
陽
否
と
謂
う
。
倉
庚
鳴
か
ざ
れ
ば
、
臣
は

主
に
從
わ
ず
。
鷹
鳩
に
化
せ
ざ
れ
ば
、
寇
戎
數し
ば
し
ば々

起
こ
る
。）

と
、
五
日
ご
と
の
よ
り
詳
し
い
記
述
が
見
え
、
時
候
が
滞
る
と
社
会
秩
序
に
も
影
響
が
出
る
と
い
う
思
想
が
表
れ
て
い
る
。

ま
た
、『
詩
』
に
は
倉
庚
を
歌
う
も
の
が
三
篇
あ
る
。

（
4
）

（
5
）

（
6
）
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『
詩
』
豳
風
・
七
月
・
第
二
章
句

	
春
日
載
陽
、
有
鳴
倉
庚
。
女
執
懿
筐
、
遵
彼
微
行
、
爰
求
柔
桑
。
春
日
遲
遲
、
采
蘩
祁
祁
。
女
心
傷
悲
、
殆
及
公
子
同
歸
。

	
�（

春
日
載す
な
わち

陽あ
た
たか

、
鳴
け
る
倉
庚
有
り
。
女
は
懿ふ
か
き
は
こ筐を

執
り
、
彼
の
微こ
み
ち行

に
遵し
た
がい

、
爰こ
こ

に
柔
桑
を
求
む
。
春
日
遲ち

ち遲
た
り
、
蘩は
ん

を
采
る

こ
と
祁き

き祁
た
り
。
女
心
傷
悲
す
、
殆ね
が

わ
く
は
公
子
と
同と
も

に
歸ゆ

か
ん
。）

	
�【

毛
伝
】
倉
庚
、
離
黃
也
（
倉
庚
は
離
黃
也
）。

	
�【

鄭
箋
】
載
之
言
則
也
。
陽
溫
也
。
溫
而
倉
庚
又
鳴
、
可
蠶
之
候
也
（
載
は
之
れ
則
を
言
う
也
。
陽
は
溫
也
。
溫
か
に
し
て
倉
庚
又
鳴

か
ば
、
蠶
の
候
た
る
べ
き
也
）。

『
詩
』
小
雅
・
出
車
・
第
六
章
句

	

春
日
遲
遲
、
卉
木
萋
萋
。
倉
庚
喈
喈
、
采
蘩
祁
祁
。

	
�（

春
日
遲
遲
た
り
て
、
卉
木
萋
萋
た
り
。
倉
庚
喈
喈
た
り
て
、
蘩
を
采
る
こ
と
祁
祁
た
り
。）

こ
の
二
篇
か
ら
は
、
倉
庚
が
春
の
桑
摘
み
や
草
摘
み
の
仕
事
と
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

も
う
一
篇
は
婚
姻
に
関
す
る
詩
の
一
句
で
あ
る
。

『
詩
』
豳
風
・
東
山
・
第
四
章
句

	
�

倉
庚
于
飛
、
熠
燿
其
羽
。
之
子
于
歸
、
皇
駁
其
馬
。

	
�（

倉
庚
于こ
こ

に
飛
び
、
熠ゆ
う
よ
う燿

た
る
其
の
羽
。
之
の
子
于こ
こ

に
歸と
つ

ぐ
に
、
其
の
馬
を
皇
駁
に
す
。）

な
ぜ
、
倉
庚
が
婚
姻
の
詩
と
結
び
つ
く
の
だ
ろ
う
か
。
鄭
玄
は
こ
れ
に
つ
い
て
「
倉
庚
仲
春
而
鳴
、
嫁
取
之
候
也
（
倉
庚
仲
春
に
し
て

鳴
く
は
、
嫁
取
の
候
也
）」
と
い
い
、
倉
庚
の
声
が
嫁
取
り
の
時
期
を
告
げ
る
と
す
る
。
古
代
に
お
け
る
婚
姻
は
、『
周
礼
』
地
官
・
媒
氏

に
「
中
春
之
月
、
令
會
男
女
（
中
春
の
月
、
男
女
を
會
せ
し
む
）」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
春
に
行
う
も
の
と
い
う
観
念
が
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
す
る
と
、
こ
の
詩
に
お
い
て
も
倉
庚
は
婚
姻
の
季
節
、
す
な
わ
ち
春
の
鳥
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
倉
庚
に
関
す
る
春
と
婚
姻
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
詩
経
研
究
を
通
じ
て
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
後
世

の
詩
文
に
お
い
て
も
、
春
を
知
ら
せ
る
鳥
で
あ
る
こ
と
、
婚
姻
や
女
性
と
結
び
つ
く
こ
と
は
同
様
で
あ
る
。

（
7
）

（
8
）

（
9
）
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（
二
）
黄
鸝
と
黄
鳥

実
際
の
倉
庚
と
は
ど
の
よ
う
な
鳥
な
の
だ
ろ
う
か
。
古
文
献
上
の
鳥
名
は
し
ば
し
ば
混
同
さ
れ
る
た
め
、
厳
密
に
現
在
の
鳥
と
同
定
す

る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
倉
庚
の
同
定
は
以
下
の
三
説
に
大
別
さ
れ
る
。

①
黄
鸝
（
和
名
：
コ
ウ
ラ
イ
ウ
グ
イ
ス
、
中
名
：
黒
枕
黄
鸝
、
学
名
：O

rioleus chinensis

）
説

②
黄
鳥
（
和
名
：
マ
ヒ
ワ
、
中
名
：
黄
雀
、
学
名
：Carduelis spinus

）
説

③
両
者
同
鳥
説

コ
ウ
ラ
イ
ウ
グ
イ
ス
（
黄
鸝
）
と
マ
ヒ
ワ
（
黄
鳥
）
は
、
模
様
を
は
じ
め
外
見
や
鳴
き
声
な
ど
が
異
な
り
、
ス
ズ
メ
科
と
い
う
点
を
除

い
て
ま
っ
た
く
の
別
鳥
で
あ
る
が
、
文
献
上
は
混
同
さ
れ
や
す
い
。
以
下
に
、
両
者
の
混
同
に
つ
い
て
、
文
献
記
載
を
簡
単
に
整
理
し
て

み
た
い
。

ま
ず
、
前
掲
『
詩
』
豳
風
七
月
「
有
鳴
倉
庚
」
の
毛
伝
に
は
、「
倉
庚
は
離
黃
也
」
と
あ
り
、
倉
庚
＝
離
黄
と
な
る
。
ま
た
、
前
掲
『
礼

記
』
月
令
「
倉
庚
鳴
」
鄭
玄
注
に
は
「
皆
時
候
を
記
す
也
。
倉
庚
は
驪
黃
也
」
と
あ
り
、
離
黄
は
驪
黄
と
も
表
記
さ
れ
る
。
さ
ら
に
字
書

類
を
見
る
と
、『
爾
雅
』
釈
鳥
お
よ
び
そ
の
郭
璞
注
に
は
、

	

倉
庚
、
商
庚
（
倉
庚
は
商
庚
）。【
郭
注
】
卽
鵹
黃
也
（
卽
ち
鵹り

こ
う黃

也
）。

	

鵹
黃
、
楚
雀
（
鵹
黃
は
楚
雀
）。【
郭
注
】
卽
倉
庚
也
（
卽
ち
倉
庚
也
）。

	
�

倉
庚
、
黧
黃
也
（
倉
庚
は
黧り
こ
う黃

也
）。【
郭
注
】
其
色
黧
黒
而
黃
、
因
以
名
云
（
其
の
色
黧り
こ
く黒

に
し
て
黃
、
因
り
て
以
て
名
づ
け
て
云

う
）。

と
あ
り
、
倉
庚
＝
商
庚
＝
鵹
（
黧
）
黃
＝
楚
雀
と
い
う
図
式
が
成
り
立
つ
。
こ
の
限
り
で
は
、
離
黄
（
驪
黄
・
黧
黄
・
鵹
黄
）
の
音
が
転

倒
し
た
①
黄
鸝
説
が
有
力
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
漢
・
揚
雄
『
方
言
』
巻
八
に
は
、

	
�

鸝
黃
、
自
關
而
東
謂
之
鶬
鶊
。
自
關
而
西
謂
之
鸝
黃
、
或
謂
之
黃
鳥
、
或
謂
之
楚
雀
。

	
�（
鸝
黃
、
關
自よ

り
東
は
之
を
鶬
鶊
と
謂
う
。
關
自
り
西
は
之
を
鸝
黃
と
謂
い
、
或
は
之
を
黃
鳥
と
謂
い
、
或
は
之
を
楚
雀
と
謂
う
）

と
あ
り
、
関
す
な
わ
ち
函
谷
関
以
西
の
方
言
と
し
て
「
黃
鳥
」
の
呼
称
が
挙
が
る
。
三
国
・
呉
の
陸
璣
撰
と
さ
れ
る
『
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫

魚
疏
』（
以
下
『
陸
疏
』）
巻
下
「
黃
鳥
于
飛
」
の
項
で
は
「
黃
鳥
」
に
つ
い
て
や
や
詳
し
く
述
べ
る
。

（
10
）

（
11
）



29 中国古代における鳥の声

	
�

黃
鳥
、
黃
鸝
鶹
也
。
或
謂
之
黃
栗
留
。
幽
州
人
謂
之
黃
鸎
、
或
謂
之
黃
鳥
、
一
名
倉
庚
、
一
名
商
庚
、
一
名
鵹
黃
、
一
名
楚
雀
。
齊

人
謂
之
搏
黍
。
關
西
謂
之
黃
鳥
。
當
葚
熟
時
來
在
桑
閒
。
故
里
語
曰
、
黃
栗
留
看
我
麥
黃
葚
熟
。
亦
是
應
節
趨
時
之
鳥
、
或
謂
之
黃

袍
。

	
�（

黃
鳥
は
黃こ
う
り
り
ゅ
う

鸝
鶹
也
。
或
は
之
を
黃こ
う
り
り
ゅ
う

栗
留
と
謂
う
。
幽
州
人
は
之
を
黃こ
う
お
う鸎
と
謂
い
、
或
は
之
を
黃
鳥
と
謂
い
、
一
名
倉
庚
、
一
名
商

庚
、
一
名
鵹
黃
、
一
名
楚
雀
。
齊
人
之
を
搏は
く
し
ょ黍
と
謂
う
。
關
西
は
之
を
黃
鳥
と
謂
う
。
葚
く
わ
の
み熟
す
る
時
に
當
り
來
た
り
て
桑
閒
に
在
り
。

故
に
里
語
に
曰
く
、
黃
栗
留
は
我
が
麥
黃
葚
熟
を
看
る
と
。
亦
是
れ
節
に
應
じ
時
を
趨す
み
やか

に
す
る
の
鳥
に
し
て
、
或
は
之
を
黃
袍
と

謂
う
。）

こ
こ
で
は
さ
ら
に
、
黄
鸝
鶹
・
黄
栗
留
・
黄
鸎
・
搏
黍
な
ど
と
い
う
呼
称
が
加
わ
り
、
こ
の
よ
う
な
鳥
は
桑
の
実
が
熟
す
る
こ
ろ
に
や
っ

て
き
て
、
季
節
の
進
行
を
促
す
鳥
だ
と
す
る
。

時
代
が
下
っ
て
、
唐
・
孔
穎
達
『
毛
詩
注
疏
』
で
は
、
周
南
・
葛
覃
「
黃
鳥
于
飛
」
の
正
義
と
し
て
『
爾
雅
』
郭
注
や
『
陸
疏
』
を
引

い
た
う
え
で
、

	
�

自
此
以
下
、
諸
言
黃
鳥
倉
庚
皆
是
也
。

	
�（

此
れ
自
り
以
下
、
諸
に
黃
鳥
・
倉
庚
と
言
う
は
皆
是
れ
也
。）

と
、
両
者
を
同
鳥
と
み
な
し
て
い
る
。
こ
の
混
同
は
、
明
代
の
『
本
草
綱
目
』
巻
四
十
九
禽
部
「
鶯
」
の
釈
名
に
、「
黃
鳥
・
離
黃
・
黧

黃
・
倉
庚
・
靑
鳥
・
黃
伯
勞
」
と
羅
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
れ
ら
の
名
称
を
弁
別
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
。

近
年
の
詩
経
研
究
で
は
、
詩
の
内
容
と
各
鳥
の
生
態
・
習
性
を
結
び
付
け
た
同
定
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
張
虹
氏
は
、
黄
鳥
は
別
離
や

辛
苦
の
詩
に
歌
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
体
が
小
さ
く
群
で
行
動
し
、
穀
物
な
ど
を
食
べ
て
し
ま
う
マ
ヒ
ワ
で
あ
る
と
し
、
倉
庚
は
春
の
時
候
や

婚
姻
の
象
徴
と
し
て
歌
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
美
し
い
声
で
鳴
き
害
虫
を
食
べ
る
益
鳥
の
コ
ウ
ラ
イ
ウ
グ
イ
ス
で
あ
る
と
す
る
。

確
か
に
『
詩
』
の
情
景
に
お
い
て
は
両
者
に
異
な
る
傾
向
が
う
か
が
え
る
が
、
春
に
鳴
く
鳥
と
い
う
特
徴
に
着
目
す
れ
ば
、
ど
ち
ら
も

可
能
性
は
あ
る
。
マ
ヒ
ワ
は
通
常
北
方
で
繁
殖
し
、
春
と
秋
の
一
時
期
だ
け
中
原
を
経
由
し
て
南
方
で
越
冬
す
る
。
一
方
、
コ
ウ
ラ
イ
ウ

グ
イ
ス
は
五
月
頃
の
繁
殖
期
に
美
し
い
声
で
囀
る
鳥
で
、
こ
れ
は
『
陸
疏
』
に
「
葚

く
わ
の
み熟

す
る
時
に
當
た
り
來
た
り
て
桑
閒
に
在
り
」
と
あ

（
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る
桑
の
実
が
実
る
時
期
と
一
致
す
る
。

倉
庚
の
よ
う
な
古
代
文
献
中
の
季
節
の
鳥
（
候
鳥
）
の
同
定
に
関
し
て
は
、
名
称
の
混
同
の
ほ
か
に
も
様
々
な
問
題
が
想
定
さ
れ
る
。

ま
ず
、
上
記
の
よ
う
な
出
現
時
期
を
特
定
す
る
た
め
に
は
、
各
時
代
の
気
候
状
況
や
地
域
差
の
問
題
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
し
て
現
在
、
倉
庚
を
伝
え
る
記
録
が
『
詩
』
や
『
礼
記
』
な
ど
成
立
の
時
代
や
地
域
、
編
纂
過
程
の
特
定
が
困
難
な
文
献
で
あ
る
こ

と
は
大
き
な
壁
と
い
え
る
。

ま
た
、
倉
庚
の
鳴
き
声
と
春
の
緊
密
な
関
係
は
、
月
令
記
事
や
文
学
作
品
な
ど
を
通
じ
て
、
後
世
ま
で
綿
々
と
継
承
さ
れ
て
い
る
。
一

部
の
例
を
次
に
挙
げ
る
。

『
水
経
注
』
巻
三
十
六
・
温
水
引
『
林
邑
記
』

	

南
移
之
嶺
、
崪
不
踰
仞
、
倉
庚
懷
春
于
其
北
、
翡
翠
煕
景
乎
其
南
。

	
�（

南
移
の
嶺
、
崪た

か

き
に
し
て
仞
を
踰
え
ず
、
倉
庚
は
春
を
其
の
北
に
懷お
も

い
、
翡
翠
は
景
を
其
の
南
に
煕よ
ろ
こぶ

。）

『
芸
文
類
聚
』
巻
二
十
七
・
人
部
十
一
・
行
旅
引
「
晋
王
讃
詩
」

	
�

朔
風
動
秋
草
、
邊
馬
有
歸
心
。
昔
往
倉
庚
鳴
、
今
來
蟋
蟀
吟
。
人
情
懷
舊
郷
、
客
鳥
思
故
林
。

	
�（

朔
風
秋
草
を
動
か
し
、
邊
馬
に
歸
心
有
り
。
昔
往
に
倉
庚
鳴
く
も
、
今
來
は
蟋こ
お
ろ
ぎ蟀

吟
ず
。
人
情
は
舊
郷
を
懷お
も

い
、
客
鳥
は
故
林
を
思

う
。）

こ
こ
に
登
場
す
る
倉
庚
は
春
の
類
型
的
表
現
と
は
い
え
、
当
時
の
実
態
と
考
え
る
の
は
躊
躇
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
す
べ
て
の
文
献
資
料

上
の
「
倉
庚
」
を
同
一
種
と
し
て
厳
密
に
定
義
す
る
の
で
は
な
く
、
時
代
・
地
域
に
よ
っ
て
そ
の
実
像
は
異
な
っ
て
い
た
可
能
性
を
残
す

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
、
検
討
対
象
を
「
倉
庚
」
の
名
称
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
以
下
は
鳥
全
般
に
広
げ
て
考
え
て
み
た
い
。

二
．
鳴
き
声
の
作
用

『
詩
』
や
月
令
類
の
倉
庚
に
関
す
る
記
述
は
、
皆
鳴
く
こ
と
に
言
及
し
て
お
り
、
古
代
の
人
々
は
そ
こ
に
倉
庚
の
大
き
な
特
徴
を
見
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
前
掲
『
逸
周
書
』
時
訓
解
に
「
倉
庚
鳴
か
ざ
れ
ば
、
臣
主
に
從
わ
ず
」
と
あ
る
よ
う
に
、
倉
庚
の
鳴
き
声
は
季
節
が

（
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正
し
く
循
環
し
、
そ
れ
と
連
動
し
て
政
治
が
正
し
く
機
能
し
て
い
る
こ
と
の
サ
イ
ン
で
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
人
々
の
生
活
の
中
で
、
鳥

の
声
が
ど
の
よ
う
に
聴
か
れ
て
い
た
の
か
を
考
え
て
い
き
た
い
。

（
一
）
鳴
き
声
と
農
事

南
北
朝
以
降
の
歳
時
記
な
ど
に
は
、
実
際
に
鳥
の
声
が
春
を
告
げ
る
、
あ
る
い
は
農
事
の
候
鳥
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

記
事
が
見
え
る
。

ま
ず
、
梁
・
宗
懍
『
荊
楚
歳
時
記
』
三
月
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

	

春
分
日
、
民
竝
種
戒
火
草
於
屋
上
。
有
鳥
、
如
烏
。
先
雞
而
鳴
架
架
格
格
。
民
候
此
鳥
、
則
入
田
以
爲
候
。

	
�（

春
分
の
日
、
民
竝
べ
て
戒
火
草
を
屋
上
に
種う

う
。
鳥
有
り
て
、
烏
の
如
し
。
雞
に
先
ん
じ
て
鳴
く
こ
と
架
架
格
格
と
。
民
は
此
の
鳥

を
候ま

ち
、
則
ち
田
に
入
り
以
て
候し
る
しと

爲
す
。）

こ
の
記
事
で
は
、
烏
に
似
た
鳥
が
雞
よ
り
先
に
鳴
く
と
、
人
々
は
耕
作
を
始
め
る
と
い
う
。

ま
た
、
夏
四
月
の
記
事
に
は
、

	
�

四
月
有
鳥
、
名
穫
穀
、
其
名
自
呼
。
農
人
候
此
鳥
、
則
犂
杷
上
岸
。

	
�（

四
月
に
鳥
有
り
、
穫
穀
と
名
づ
く
は
、
其
の
名
自
か
ら
呼
べ
ば
な
り
。
農
人
此
の
鳥
を
候
ち
て
、
則
ち
犂
杷
も
て
岸
に
上
る
。）

と
あ
る
。
穫
穀
は
「
其
の
名
自
か
ら
呼
ぶ
」
と
い
う
よ
う
に
、
鳴
き
声
の
音
が
そ
の
ま
ま
呼
称
に
な
っ
て
い
る
。
同
様
の
事
例
は
唐
代
『
太

平
広
記
』
巻
四
六
三
・
禽
鳥
四
引
『
顧
渚
山
記
』
の
記
録
に
も
見
ら
れ
る
。

	
�

顧
渚
山
中
有
鳥
如
鴝
鵒
而
小
、
蒼
黃
色
。
毎
至
正
月
二
月
、
作
聲
云
「
春
起
」
也
。
至
三
月
四
月
、
作
聲
云
「
春
去
」
也
。
採
茶
人

呼
爲
報
春
鳥
。

	
�（
顧
渚
山
中
に
鳥
有
り
て
鴝く
よ
く鵒
の
如
く
し
て
小
さ
く
、
蒼
黃
色
。
正
月
二
月
に
至
る
毎
に
、
聲
を
作
り
「
春
起
れ
り
」
と
云
う
也
。
三

月
四
月
に
至
り
、
聲
を
作
り
「
春
去
ら
ん
」
と
云
う
也
。
茶
を
採
る
人
呼
び
て
報
春
鳥
と
爲
す
。）

顧
渚
山
は
現
在
の
浙
江
省
湖
州
市
に
当
た
る
。
こ
の
記
述
で
は
、
鳥
の
鳴
き
声
が
「
春
起
れ
り
」、「
春
去
ら
ん
」
と
、
意
味
を
持
っ
た

言
葉
と
し
て
描
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

（
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ま
た
、
唐
代
の
『
元
和
郡
県
図
志
』
巻
二
十
二
・
鳳
州
両
当
県
（
現
在
の
甘
粛
省
隴
南
市
）
で
は
、

	
�

尚
婆
水
、
今
名
石
盤
水
…
…
川
中
有
鳥
羣
飛
、
二
月
從
北
向
南
、
八
月
從
南
還
北
、
音
如
簫
管
、
俗
云
伎
兒
鳥
。
春
來
則
種
禾
、
秋
去

則
種
麥
、
人
常
以
爲
農
候
。

	
�（

尚
婆
水
、
今
の
名
は
石
盤
水
…
…
川
の
中
に
鳥
有
り
て
羣
れ
飛
び
、
二
月
に
し
て
北
從よ

り
南
へ
向
い
、
八
月
に
し
て
南
從
り
北
へ
還

り
、
音
は
簫
管
の
如
し
、
俗
に
伎
兒
鳥
と
云
う
。
春
來
た
れ
ば
則
ち
禾
を
種う

え
、
秋
去
れ
ば
則
ち
麥
を
種
え
、
人
常
に
以
て
農
候
と

爲
す
。）

と
あ
り
、
伎
兒
鳥
と
呼
ば
れ
る
鳥
が
春
二
月
に
北
か
ら
南
へ
、
秋
八
月
に
は
南
か
ら
北
に
向
か
い
、
そ
の
鳴
き
声
は
ま
る
で
管
楽
器
よ
う

だ
と
い
う
。
こ
の
鳥
が
鳴
く
の
を
合
図
に
、
両
当
県
の
人
々
は
穀
類
を
植
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
資
料
に
よ
っ
て
、
各
地
で
様
々
な
鳥
の
鳴
き
声
が
季
節
の
到
来
を
知
ら
せ
る
合
図
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
。
ま

た
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
以
外
に
も
鳥
の
声
に
は
注
意
が
払
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
明
・
徐
光
啓
『
農
政
全
書
』
巻
十
一
・
農
事
・
占
候

「
論
飛
禽
」
か
ら
う
か
が
え
る
。

	

夜
閒
聽
九
逍
遙
鳥
叫
、
卜
風
雨
。
諺
云
、
一
聲
風
、
二
聲
雨
、
三
聲
四
聲
斷
風
雨
。

	
�（

夜
閒
に
九
逍
遙
鳥
の
叫
ぶ
を
聽
き
て
、
風
雨
を
卜う
ら
なう

。
諺
に
一
聲
は
風
、
二
聲
は
雨
、
三
聲
四
聲
は
風
雨
を
斷
つ
と
云
う
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
夜
に
九
逍
遙
鳥
と
い
う
鳥
が
何
度
鳴
く
か
で
風
雨
を
占
っ
た
と
い
う
。
夜
に
鳴
く
鳥
は
、
フ
ク
ロ
ウ
を
は
じ
め
鬼
車

や
姑
獲
鳥
な
ど
妖
怪
じ
み
た
鳥
と
み
な
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
こ
の
九
逍
遙
鳥
も
天
候
を
察
知
す
る
神
秘
的
な
力
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

（
二
）
サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ

季
節
の
移
り
変
わ
り
や
気
象
の
変
化
を
告
げ
る
鳥
の
声
は
、
サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
（soundscape

）
と
い
う
概
念
の
中
で
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。

サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
と
は
、
人
間
社
会
を
取
り
巻
く
音
を
風
景
の
一
部
と
し
て
総
合
的
に
捉
え
よ
う
と
い
う
、
二
十
世
紀
後
半
に
欧
米

を
中
心
に
提
唱
さ
れ
た
試
み
で
あ
る
。
代
表
的
な
提
唱
者
で
あ
る
レ
イ
モ
ン
ド
・
マ
リ
ー
・
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
は
、
空
間
を
取
り
巻
く
音
を
、

（
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①
基
調
音
（
地
勢
や
風
土
か
ら
く
る
元
型
的
な
音
、
自
然
の
音
）、
②
信
号
音
（
警
笛
や
時
鐘
な
ど
意
識
的
に
聴
く
音
）、
③
標
識
音
（
共

同
体
の
人
々
に
特
に
尊
重
・
注
意
さ
れ
る
音
）
に
区
別
す
る
。
こ
の
よ
う
な
概
念
は
、
主
に
現
代
の
都
市
計
画
な
ど
に
適
用
さ
れ
、
文
化
人

類
学
や
社
会
学
的
な
研
究
の
中
で
発
展
し
て
き
た
。

で
は
、
歴
史
分
野
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
現
代
の
よ
う
に
長
期
的
に
保
存
可
能
な
記
録
媒
体
を
持
た
な
い
歴
史
時
代
の
音
に
つ
い
て
、

音
の
大
き
さ
や
音
色
を
そ
の
ま
ま
に
再
現
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
も
そ
の
点
を
指
摘
し
た
上
で
、「
歴
史
的
な
展
望

の
確
立
の
た
め
に
は
、
人
類
学
や
歴
史
の
記
録
と
並
ん
で
、
文
字
や
神
話
か
ら
と
ら
れ
た
〈
耳
の
証
人
〉
の
陳
述
に
も
耳
を
傾
け
な
け
れ

ば
な
る
ま
い
」
と
述
べ
る
。
先
に
挙
げ
た
農
候
を
知
ら
せ
る
鳥
の
声
や
、
鳴
き
声
に
よ
る
占
い
に
関
す
る
記
事
は
ま
さ
に
「
耳
の
証
人
」
で

あ
り
、
中
国
古
代
の
サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
を
再
構
成
す
る
た
め
の
重
要
な
資
料
で
あ
る
。

歴
史
空
間
に
お
け
る
音
へ
の
関
心
は
、
も
と
も
と
ア
ラ
ン
・
コ
ル
バ
ン
ら
人
々
の
感
性
を
追
究
し
た
歴
史
学
者
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
て

お
り
、
サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
論
を
導
入
し
た
歴
史
研
究
も
こ
の
系
譜
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
日
本
古
代
史
の
研
究
を
参
照
す
る

と
、
主
な
も
の
に
中
川
真
氏
の
研
究
が
あ
る
。
中
川
氏
は
、『
枕
草
子
』
の
五
月
の
早
朝
に
わ
ざ
わ
ざ
起
き
出
し
て
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
声
を
聴

い
て
楽
し
ん
だ
と
い
う
記
述
に
つ
い
て
、「
こ
れ
は
声
の
美
し
さ
よ
り
、
夏
の
到
来
を
ひ
と
あ
し
早
く
感
じ
た
い
と
い
う
人
々
の
願
望
で
あ

る
」
と
述
べ
、
ま
た
、
同
書
の
田
植
え
女
た
ち
が
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
声
を
田
植
え
の
候
と
し
て
歌
う
記
述
に
つ
い
て
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
声
が

田
植
え
の
時
期
に
重
な
る
「
時
の
声
」
と
し
て
文
化
の
一
部
に
組
み
込
ま
れ
た
記
録
で
あ
る
と
す
る
。

前
掲
『
太
平
広
記
』
所
引
『
顧
渚
山
記
』
の
「
報
春
鳥
」
な
ど
も
、『
枕
草
子
』
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
同
様
、
季
節
の
到
来
を
告
げ
る
「
時
の

声
」
と
し
て
意
識
的
に
聴
か
れ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
ま
た
、
文
学
作
品
の
中
で
倉
庚
が
春
の
修
辞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
、
そ

れ
が
文
化
の
中
に
根
づ
い
た
「
時
の
声
」
と
な
っ
て
い
る
証
と
い
っ
て
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
．
鳴
き
声
の
解
釈

（
一
）
聞
き
な
し

で
は
、
古
代
中
国
の
人
々
の
鳥
の
鳴
き
声
に
対
す
る
理
解
と
そ
の
描
写
に
つ
い
て
さ
ら
に
考
え
て
い
き
た
い
。『
詩
』
に
は
鳥
の
鳴
き
声

（
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の
描
写
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、『
詩
』
周
南
・
葛
覃
で
は
黄
鳥
の
鳴
き
声
が
次
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
る
。

	
�

黃
鳥
于
飛
、
集
于
灌
木
、
其
鳴
喈
喈
。

	
�（

黃
鳥
于こ
こ

に
飛
び
、
灌
木
に
集と
ど

ま
る
、
其
の
鳴
は
喈
喈
た
り
。）

	
�【

毛
伝
】
喈
喈
、
和
聲
之
遠
聞
也
（
喈
喈
は
和
聲
の
遠
く
聞
こ
ゆ
る
也
）。

こ
の
「
喈
喈
」
に
つ
い
て
、
毛
伝
は
黄
鳥
の
鳴
き
声
が
遠
く
ま
で
聞
こ
え
る
様
と
す
る
が
、
前
掲
『
荊
楚
歳
時
記
』
で
春
分
の
日
に
鳴

く
鳥
の
声
を
「
架
架
格
格
」
と
い
う
の
と
同
様
、
鳥
の
鳴
き
声
を
真
似
た
擬
声
語
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
特
に
『
詩
』
に
は
鳥
獣
を
は
じ

め
風
雨
や
人
馬
の
声
な
ど
、
音
声
描
写
に
擬
声
表
現
が
多
く
、
傅
修
延
氏
は
先
秦
時
代
を
擬
声
語
使
用
の
黄
金
時
代
と
す
る
。

ま
た
、
前
掲
『
荊
楚
歳
時
記
』
四
月
の
「
穫
穀
」
の
よ
う
に
、
鳴
き
声
が
そ
の
鳥
の
名
称
に
な
っ
て
い
る
例
も
少
な
く
な
い
。
こ
れ
は

『
山
海
経
』
山
経
に
多
く
の
例
が
見
え
る
。
一
部
の
例
を
次
に
挙
げ
る
。

『
山
海
経
』
南
山
経
・
柜
山

	
�

有
鳥
焉
。
其
狀
如
鴟
而
人
手
、
其
音
如
痺
、
其
名
曰
鴸
、
其
鳴
自
號
也
。
見
則
其
縣
多
放
士
。

	
�（

鳥
有
り
。
其
の
狀
は
鴟
の
如
く
し
て
人
手
、
其
の
音
は
痺ひ

の
如
く
、
其
の
名
を
鴸ち

ゅ

と
曰
い
、
其
の
鳴
は
自
ら
號よ

ぶ
也
。
見あ
ら
わる

れ
ば
則

ち
其
の
縣
放
士
多
し
）

『
山
海
経
』
西
山
経
・
鹿
台
之
山

	
�

有
鳥
焉
。
其
狀
如
雄
雞
而
人
面
、
名
曰
鳧
徯
、
其
名
自
叫
也
。
見
則
有
兵
。

	
�（

鳥
有
り
。
其
の
狀
は
雄
雞
の
如
く
し
て
人
面
、
名
を
鳧
徯
と
曰
い
、
其
の
名
は
自
ら
叫よ

ぶ
也
。
見
る
れ
ば
則
ち
兵
有
り
）

こ
う
し
た
命
名
法
は
、
日
本
で
も
カ
ッ
コ
ウ
が
そ
の
好
例
で
あ
る
。
鳴
き
声
が
名
前
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
人
々
は
外
見
よ
り
も
ま

ず
鳴
き
声
に
よ
っ
て
そ
の
鳥
を
識
別
し
て
い
た
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。

鳴
き
声
の
模
写
か
ら
一
歩
進
ん
で
、
鳥
の
鳴
き
声
は
意
味
を
持
つ
言
葉
と
し
て
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
鳥
や
虫
の
声
に
人
間
の
言

葉
を
当
て
は
め
る
「
聞
き
な
し
」
は
、
世
界
的
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
前
述
『
太
平
広
記
』
に
引
か
れ
た
顧
渚
山
の
鳥
が
、「
春
起
れ

り
」「
春
去
ら
ん
」
と
鳴
く
と
い
う
の
も
こ
れ
に
当
た
る
。

聞
き
な
し
に
つ
い
て
、
文
化
人
類
学
者
の
川
田
順
造
氏
は
「
文
化
に
よ
っ
て
形
づ
く
ら
れ
る
音
の
共
感
覚
の
重
要
な
一
領
域
」
と
し
、

（
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特
に
鳥
の
鳴
き
声
に
つ
い
て
、

	
�

自
然
音
と
言
語
音
の
共
感
覚
と
い
う
面
の
背
後
に
、
鳥
に
ま
つ
わ
る
信
仰
や
習
俗
が
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
。
天
と
地
を
つ
な
ぐ
媒
介
者
、
異
界
か
ら
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
、
ま
た
季
節
に
よ
っ
て
変
わ
り
、
し
か
も
そ
れ
ぞ
れ
独
特

の
鳴
き
声
を
以
て
人
間
の
身
近
に
現
わ
れ
る
も
の
と
し
て
、
鳥
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
は
多
く
の
社
会
で
豊
か
な
領
域
を
な
し
て
い
る
。

と
い
う
。
鳥
が
異
界
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
媒
介
者
と
し
て
機
能
す
る
と
い
う
指
摘
は
、
ミ
ル
チ
ャ
・
エ
リ
ア
ー
デ
や
赤
塚
忠
氏
も

述
べ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
特
に
赤
塚
氏
は
、『
詩
』
に
歌
わ
れ
る
鳥
に
つ
い
て
、
神
霊
そ
の
も
の
の
来
臨
で
あ
る
か
神
使
で
あ
る
と
し
、
古
代

文
学
に
お
け
る
鳥
の
宗
教
性
を
主
張
す
る
。

ま
た
、
川
田
氏
の
説
を
受
け
て
、
金
文
京
氏
は
、
鳥
と
人
間
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
元
来
は
宗
教
的
な
習
俗
に
起
源
が
あ
っ
た
に

せ
よ
、
後
に
は
言
語
遊
戯
的
も
し
く
は
文
芸
的
側
面
を
持
つ
よ
う
に
な
る
と
指
摘
す
る
。

で
は
、
古
代
文
献
中
に
見
え
る
鳥
の
声
は
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
、
解
釈
さ
れ
た
の
か
、
以
下
に
考
え
て
い
き
た
い
。

（
二
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聴
き
取
る

中
国
古
代
に
お
い
て
も
、
鳥
の
鳴
き
声
が
一
種
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
聴
か
れ
た
。
例
え
ば
、『
左
伝
』
襄
公
十
八
年
で
は
、
晋
と
斉
と

の
戦
の
中
で
、
晋
の
盲
人
楽
師
の
師
曠
・
大
夫
の
邢
伯
・
叔
向
が
斉
軍
の
動
き
を
判
断
す
る
場
面
が
あ
る
。

	
�

師
曠
、
告
晉
侯
曰
「
鳥
烏
之
聲
樂
。
齊
師
其
遁
。」
邢
伯
、
告
中
行
伯
曰
「
有
班
馬
之
聲
。
齊
師
其
遁
。」
叔
向
、
告
晉
侯
曰
「
城
上

有
烏
。
齊
師
其
遁
。」

	
�（

師
曠
、
晉
侯
に
告
げ
て
曰
く
「
鳥
烏
の
聲
や
樂
し
。
齊
師
其
れ
遁の
が

れ
り
」
と
。
邢
伯
、
中
行
伯
に
告
げ
て
曰
く
「
班
馬
の
聲
有
り
。

齊
師
其
れ
遁
れ
り
」
と
。
叔
向
、
晉
侯
に
告
げ
て
曰
く
「
城
上
に
鳥
有
り
。
齊
師
其
れ
遁
れ
り
」
と
。）

こ
こ
で
彼
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
鳥
獣
の
行
動
か
ら
斉
軍
が
逃
亡
し
た
と
判
断
し
て
い
る
。
特
に
師
曠
は
、
鳥
烏
が
楽
し
く
鳴
い
て
い
る
こ

と
を
根
拠
に
し
て
お
り
、
鳥
の
声
色
に
よ
っ
て
状
況
を
判
断
し
た
。
こ
の
記
事
に
よ
っ
て
か
、
師
曠
は
後
世
、
鳥
の
声
に
精
通
す
る
人
物

と
し
て
晋
・
張
華
注
『
禽
経
注
』
の
原
作
者
に
仮
託
さ
れ
る
。
し
か
し
、
師
曠
は
た
だ
の
物
知
り
で
は
な
い
。
高
木
智
見
氏
に
よ
る
と
、

春
秋
時
代
、
師
曠
の
よ
う
な
盲
目
の
楽
師
は
音
楽
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
音
か
ら
世
界
の
リ
ズ
ム
を
読
み
解
く
予
言
者
と
し
て
の
側
面
を

（
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持
つ
と
い
う
。
と
す
れ
ば
、
こ
こ
で
の
師
曠
の
解
釈
は
、
戦
局
を
占
う
予
言
者
と
し
て
の
解
釈
で
あ
ろ
う
。

そ
の
他
、『
左
伝
』
襄
公
三
十
年
に
は
次
の
よ
う
な
一
節
が
見
え
る
。

	
或
叫
于
宋
大
廟
曰
、
譆
譆
出
出
。
鳥
鳴
于
亳
社
、
如
曰
譆
譆
。
甲
午
、
宋
大
災
。

	
�（

或
る
も
の
宋
の
大
廟
に
叫
び
て
曰
く
、
譆き

き譆
出
出
と
。
鳥
の
亳は
く

社
に
鳴
く
こ
と
、
譆
譆
と
曰
う
が
如
し
。
甲
午
、
宋
に
大
災
あ
り
。）

「
災
」
と
は
、『
左
伝
』
宣
公
十
六
年
に
「
天
火
を
災
と
曰
う
」
と
あ
り
、
火
災
を
指
す
。
そ
の
た
め
か
、
杜
預
は
「
譆
譆
」
に
つ
い
て
、

「
熱
也
」
と
注
し
、
鳥
の
鳴
き
声
を
火
災
の
予
言
と
解
し
て
い
る
。
こ
の
予
言
的
鳴
き
声
は
宋
の
祖
先
を
祀
っ
た
大
廟
と
、
宋
の
ル
ー
ツ
と

さ
れ
る
殷
の
故
都
・
亳
の
社
と
い
う
、
宋
に
と
っ
て
は
重
要
な
宗
教
施
設
か
ら
起
こ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
重
大
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
を
持
つ
も

の
と
し
て
聴
か
れ
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
。

師
曠
の
よ
う
に
、
鳥
の
声
を
理
解
し
た
と
い
う
故
事
は
、
出
土
文
献
に
も
見
え
る
。

清
華
大
学
蔵
戦
国
楚
竹
簡
「
赤

之
集
湯
之
屋
」

	
�〔

殷
の
伊
尹
（
小
臣
）
は
湯
王
の
怒
り
に
触
れ
、
夏
に
逃
れ
る
途
中
〕
…
…
小
臣
乃
眛
而
寢
於
路
、
視
而
不
能
言
。
眾
烏
將
食
之
。
巫

烏
曰
「
是
少
臣
也
、
不
可
食
也
。
夏
后
有
疾
、
將
撫
楚
、
于
食
其
祭
。」
眾
烏
乃
訊
巫
烏
曰
「
夏
后
之
疾
如
何
。」
巫
烏
乃
言
曰
「
帝

命
二
黃
蛇
與
二
白
兔
居
之
寢
室
之
棟
、
其
下
舍
后
疾
、
是
使
后
之
疾
疾
而
不
知
人
。
帝
命
后
土
爲
二
陵
屯
、
共
居
后
之
牀
下
、
其
上

刺
后
之
體
、
是
使
后
之
身
疴
蠚
、
不
可
及
于
席
。」
眾
烏
乃
往
。
巫
烏
乃
歝
小
臣
之
喉
胃
、
小
臣
乃
起
而
行
、
至
于
夏
后
。
夏
后
曰

「
尓
惟

」
小
臣
曰
「
我
天
巫
」
夏
后
乃
訊
小
臣
曰
「
如
尓
天
巫
、
而
知
朕
疾
」
小
臣
曰
「
我
知
之
」
夏
后
曰
「
朕
疾
如
何
。」
小
臣

曰
「
帝
命
二
黃
蛇
與
二
白
兔
、
居
后
之
寢
室
之
棟
、
其
下
舍
后
疾
、
是
使
后
棼
棼
眩
眩
而
不
知
人
。
帝
命
后
土
爲
二
陵
屯
、
共
居
后

之
牀
下
、
其
上
刺
后
之
身
、
是
使
后
昏
亂
甘
心
。
后
如
撤
屋
、
殺
黃
蛇
與
白
兔
、
發
地
斬
陵
、
后
之
疾
其
瘳
。」
夏
后
乃
從
小
臣
之

言
、
撤
屋
、
殺
二
黃
蛇
與
一
白
兔
、
乃
發
地
、
有
二
陵
存
、
乃
斬
之
。
其
一
白
兔
不
得
、
是
始
爲
陴
丁
諸
屋
以
御
白
兔
。

	
�（
…
…
小
臣
乃
ち
眛く
ら

く
し
て
路
に
寢
、
視
れ
ど
も
言
う
こ
と
能
わ
ず
。
眾
烏
將
に
之
を
食
わ
ん
と
す
。
巫
烏
曰
く
「
是
れ
少
臣
也
。
食

う
べ
か
ら
ざ
る
也
。
夏
后
に
疾や
ま
い有
り
て
、
將
に
楚
く
る
し
みを
撫
さ
ん
と
す
。
于ゆ

き
て
其
の
祭
を
食
ら
え
」
と
。
眾
烏
乃
ち
巫
烏
に
訊
ね
て
曰

く
「
夏
后
の
疾
は
如い
か
ん何
」
と
。
巫
烏
乃
ち
言
い
て
曰
く
「
帝
二
黃
蛇
と
二
白
兔
と
に
命
じ
て
之
を
寢
室
の
棟
に
居
ら
し
む
れ
ば
、
其

れ
后
に
疾
を
下
舍
す
。
是
れ
后
を
し
て
疾
に
疾
あ
れ
ど
も
人
に
知
ら
せ
ざ
ら
し
む
。
帝
后
土
に
命
じ
て
二
陵
屯
と
爲
り
、
共
に
后
の

（
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牀
下
に
居
り
、
其
の
上
の
后
の
體
を
刺
さ
し
む
。
是
れ
后
の
身
を
し
て
疴や
み
い
た蠚

め
し
め
、
席
に
及
ぶ
べ
か
ら
ず
」
と
。
眾
烏
乃
ち
往
く
。

巫
烏
乃
ち
小
臣
の
喉
胃
に
歝お

り
、
小
臣
乃
ち
起
き
て
行
き
、
夏
后
に
至
る
。
夏
后
曰
く
「
尓な
ん
じ惟
れ　
た
れ

か
」
と
。
小
臣
曰
く
「
我
れ
天

巫
な
り
」
と
。
夏
后
乃
ち
小
臣
に
訊
ね
て
曰
く
「
如も

し
尓
天
巫
な
れ
ば
、
朕
の
疾
を
知
る
か
」
と
。
小
臣
曰
く
「
帝
二
黃
蛇
と
二
白

兔
と
に
命
じ
て
、
后
の
寢
室
の
棟
に
居
ら
し
め
、
其
れ
后
に
疾
を
下
舍
し
、
是
れ
后
を
し
て
棼
棼
眩
眩
と
し
て
人
に
知
ら
れ
ざ
ら
し

む
れ
ば
な
り
。
帝
后
土
に
命
じ
て
二
陵
屯
と
爲
ら
し
め
、
共
に
后
の
牀
下
に
居
り
て
、
其
の
上
后
の
身
を
刺
せ
ば
、
是
れ
后
を
し
て

昏
亂
甘
心
せ
し
む
。
后
如
し
屋
を
撤
し
、
黃
蛇
と
白
兔
と
を
殺
し
、
地
を
發
し
て
陵
を
斬
ら
ば
、
后
の
疾
其
れ
瘳い

え
ん
」
と
。
夏
后

乃
ち
小
臣
の
言
に
從
い
、
屋
を
撤
し
、
二
黃
蛇
と
一
白
兔
と
を
殺
し
、
乃
ち
地
を
發
せ
ば
、
二
陵
存
す
る
有
り
。
乃
ち
之
を
斬
る
。

其
の
一
白
兔
は
得
ず
、
是
れ
始
め
て
陴
を
爲
し
諸
屋
を
丁
し
て
以
て
白
兔
を
御ふ

せ

ぐ
。）

	
�「

赤

之
集
湯
之
屋
」
に
は
、
こ
の
前
段
に
も
次
の
よ
う
な
鳥
に
ま
つ
わ
る
事
件
が
あ
る
。

湯
王
の
屋
敷
の
屋
根
に
飛
来
し
た
「
赤

」
と
い
う
鳥
を
湯
王
が
射
落
と
し
、
庖
人
の
伊
尹
に
羹
に
す
る
よ
う
命
じ
た
が
、
湯
王
の
妻

が
伊
尹
を
脅
し
て
湯
王
よ
り
先
に
羹
を
食
べ
て
し
ま
う
。
伊
尹
も
そ
の
お
こ
ぼ
れ
に
与
る
と
、
視
界
が
は
っ
き
り
し
て
四
方
見
え
な
い
も

の
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
湯
王
の
羹
を
先
に
食
べ
て
し
ま
っ
た
が
た
め
に
湯
王
の
怒
り
を
買
い
、
逃
亡
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
故
事
の
結
末
は
、「
陴
」
と
い
う
城
の
上
の
牆
壁
の
由
来
譚
に
帰
着
す
る
が
、
伊
尹
の
伝
承
形
成
は
も
と
よ
り
、
巫
術
や
信
仰
な

ど
、
多
方
面
に
興
味
深
い
モ
チ
ー
フ
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
お
り
、「
赤

」
お
よ
び
「
巫
烏
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
、
鳥
の
神
秘
性
が
強
く

表
れ
た
故
事
と
い
え
る
。

故
事
中
、
伊
尹
は
湯
王
の
怒
り
を
恐
れ
て
夏
に
逃
亡
し
、
路
傍
に
困
窮
し
て
い
た
が
、
衆
烏
と
巫
烏
の
会
話
を
聞
い
て
夏
王
の
病
の
原

因
を
知
り
、
活
路
を
見
出
す
。
伊
尹
は
、
殷
の
湯
王
を
補
佐
し
た
聖
人
・
賢
者
と
し
て
知
ら
れ
る
人
物
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
賢
者
が
、

逃
亡
中
に
「
小
臣
乃
ち
眛く

ら

く
し
て
路
に
寢
、
視
れ
ど
も
言
う
こ
と
能
わ
ず
」
と
あ
る
よ
う
に
、
目
が
見
え
な
い
、
見
え
た
と
し
て
も
口
が

き
け
な
い
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
古
代
、
聖
人
は
身
体
に
障
碍
が
あ
っ
た
と
す
る
例
は
多
く
、
伊
尹
も
そ
の
よ
う
な
系
譜
に
位

置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
盲
目
の
楽
師
・
師
曠
の
よ
う
に
、
目
が
不
自
由
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
鳥
た
ち
の

声
を
理
解
で
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
か
く
、
伊
尹
は
目
や
口
が
不
自
由
な
状
態
で
、
霊
鳥
で
あ
る
巫
烏
を
体
内
に
入
れ
、
自
ら
は

「
天
巫
」
と
称
し
て
夏
王
の
病
気
の
原
因
を
解
明
し
て
お
り
、
ま
さ
に
、
霊
的
な
力
を
そ
の
身
に
宿
す
巫
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い

（
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る
。以

上
、
三
件
の
資
料
か
ら
は
、
川
田
氏
等
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
鳥
と
人
間
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
何
ら
か
の
霊
的
な
力
や

宗
教
職
能
者
が
介
在
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（
三
）
音
声
文
化
の
変
遷

最
後
に
、
古
代
社
会
に
お
け
る
声
の
力
、
音
を
理
解
す
る
力
の
変
化
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
春
秋
時
代
か

ら
戦
国
時
代
の
音
声
文
化
や
神
秘
的
存
在
の
社
会
的
状
況
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
に
拠
っ
て
確
認
す
る
。

ま
ず
、
先
に
も
引
い
た
が
、
高
木
智
見
氏
が
盲
人
楽
師
を
検
討
し
、
春
秋
時
代
か
ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
の
人
々
と
神
秘
的
存
在
と
の

関
係
の
変
化
を
考
察
し
て
い
る
。
高
木
氏
は
、
巫
祝
的
な
盲
人
楽
師
の
明
確
な
足
跡
を
確
認
で
き
る
の
は
春
秋
時
代
ま
で
で
あ
る
と
し
、

こ
れ
は
、
祖
先
観
念
が
衰
退
・
形
骸
化
し
、
神
人
共
同
体
か
ら
よ
り
人
間
化
さ
れ
た
共
同
体
へ
と
移
行
す
る
過
程
が
春
秋
・
戦
国
の
間
に

見
ら
れ
た
こ
と
と
符
合
す
る
と
指
摘
す
る
。

ま
た
、
文
字
の
普
及
に
よ
る
音
声
文
化
の
変
化
に
つ
い
て
検
討
し
た
の
が
齋
藤
道
子
氏
で
あ
る
。
齋
藤
氏
は
、
巫
の
間
で
独
占
的
に
口

伝
さ
れ
て
き
た
神
（
異
界
）
に
つ
い
て
の
知
識
が
、
春
秋
時
代
後
半
か
ら
文
字
を
読
み
書
き
で
き
る
階
層
に
拡
大
し
、
知
識
の
統
合
・
体

系
化
が
進
み
、
巫
に
よ
る
知
識
の
独
占
が
破
ら
れ
て
い
く
と
い
う
。

文
字
の
普
及
に
よ
る
神
秘
的
存
在
の
転
落
は
、
浅
野
裕
一
氏
も
指
摘
し
て
い
る
。
浅
野
氏
は
『
淮
南
子
』
本
経
訓
の
、

	

昔
者
蒼
頡
作
書
而
天
雨
粟
、
鬼
夜
哭
。

	

（
昔む
か
し者

、
蒼
頡
は
書
を
作
り
て
天
は
粟
を
雨
ふ
ら
し
、
鬼
は
夜
哭
く
。）

と
い
う
一
節
を
引
き
、
鬼
が
哭
く
理
由
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

	
�

文
字
を
混
沌
の
闇
を
切
り
裂
く
文
明
の
尖
兵
と
見
な
し
、
万
民
が
正
確
に
意
味
を
伝
達
し
合
い
秩
序
あ
る
社
会
を
運
営
す
る
た
め
の

利
器
と
し
て
駆
使
し
、
人
間
の
輝
け
る
知
性
の
産
物
と
し
て
、
そ
の
機
能
に
無
限
の
信
頼
を
寄
せ
る
と
き
、
文
字
は
鬼
神
に
代
表
さ

れ
る
神
秘
的
存
在
と
鋭
い
敵
対
関
係
に
入
る
。
こ
れ
ま
で
衆
の
畏
敬
・
尊
崇
の
念
を
聚
め
て
い
た
鬼
神
に
対
し
、
…
…
容
赦
な
き
否

定
の
論
理
が
浴
び
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
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つ
ま
り
、
文
字
の
普
及
に
よ
っ
て
、
鬼
神
の
よ
う
な
曖
昧
模
糊
と
し
た
神
秘
的
存
在
を
は
っ
き
り
と
定
義
づ
け
、
音
声
よ
り
も
確
実
に
、

宗
教
職
能
者
に
限
ら
ず
知
識
を
共
有
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
神
秘
的
存
在
は
も
は
や
正
体
不
明
の
畏
怖
す
べ
き
も
の

で
は
な
く
、
時
に
応
じ
て
そ
れ
ら
を
解
釈
す
る
宗
教
職
能
者
の
役
割
は
小
さ
く
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
に
示
し
た
鳥
の
声
が
予
言
と
な
る
説
話
・
故
事
に
も
、
こ
の
傾
向
が
見
え
る
。『
左
伝
』
で
は
、
襄
公
十
八
年
の
「
鳥
烏
の
聲
や
樂

し
」
は
師
曠
と
い
う
仲
介
者
を
通
じ
て
解
釈
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
同
じ
く
襄
公
三
十
年
の
宋
の
大
火
で
は
「
譆
譆
出
出
」
と
擬
声
語
的

表
現
に
と
ど
ま
る
。
し
か
し
、
戦
国
楚
竹
簡
「
赤

之
集
湯
之
屋
」
で
は
鳥
た
ち
の
声
が
人
間
の
言
葉
で
表
現
さ
れ
、
人
間
的
に
描
か
れ

て
い
る
。

さ
ら
に
下
っ
て
、
漢
代
の
賈
誼
「
服
鳥
賦
」
を
見
て
み
よ
う
。
こ
の
賦
は
『
史
記
』
屈
原
賈
生
列
伝
、『
漢
書
』
賈
誼
列
伝
、『
文
選
』

鳥
獣
上
篇
な
ど
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
ひ
と
ま
ず
『
史
記
』
か
ら
引
用
す
る
。

『
史
記
』
巻
八
十
四
・
屈
原
賈
生
列
伝

	
�

賈
生
爲
長
沙
王
太
傅
三
年
、
有
鴞
飛
入
賈
生
舍
、
止
于
坐
隅
。
楚
人
命
鴞
曰
「
服
」。
賈
生
旣
以

居
長
沙
、
長
沙
卑
溼
、
自
以
爲
壽

不
得
長
。
傷
悼
之
、
乃
爲
賦
以
自
廣
。
其
辭
曰
、
單
閼
之
歲
兮
、
四
月
孟
夏
、
庚
子
日
施
兮
、
服
集
予
舍
、
止
于
坐
隅
、
貌
甚
閒
暇
。

異
物
來
集
兮
、
私
怪
其
故
。
發
書
占
之
兮
、
筴
言
其
度
曰
「
野
鳥
入
處
兮
、
主
人
將
去
。」
請
問
于
服
兮
、「
予
去
何
之
？
吉
乎
告
我
。

凶
言
其
菑
。
淹
數
之
度
兮
、
語
予
其
期
。」
服
乃
嘆
息
、
舉
首
奮
翼
、
口
不
能
言
、
請
對
以
意
。「
萬
物
變
化
兮
、
固
無
休
息
、
斡
流

而
迁
兮
、
或
推
而
還
。
形
氣
轉
續
兮
、
變
化
而
嬗
。
沕
穆
無
窮
兮
、
胡
可
勝
言
。
禍
兮
福
所
倚
、
福
兮
禍
所
伏
。
憂
喜
聚
門
兮
、
吉

凶
同
域
。
…
…

	
�（

賈
生
は
長
沙
王
の
太
傅
爲
る
こ
と
三
年
、
鴞
有
り
て
賈
生
の
舍
に
飛
び
入
り
、
坐
隅
に
止
ま
る
。
楚
人
は
鴞
に
命
し
て
「
服
」
と
曰

う
。
賈
生
旣
に　
つ
み

を
以
て
長
沙
に
居
り
、
長
沙
は
卑
溼
な
れ
ば
、
自
ら
以お

も爲
え
ら
く
壽
長
き
を
得
ず
と
。
之
を
傷
悼
し
、
乃
ち
賦
を

爲
り
以
て
自
ら
廣
む
。
其
の
辭
に
曰
く
、
單
閼
の
歲
、
四
月
孟
夏
、
庚
子
日
施か
た
むき
て
、
服
予
の
舍
に
集と
ど

ま
り
、
坐
隅
に
止
ま
り
、
貌

は
甚
だ
閒
暇
な
り
。
異
物
來
た
り
て
集と
ど

ま
る
や
、
私ひ
そ

か
に
其
の
故
を
怪
し
む
。
書
を
發
し
て
之
を
占
う
に
、
筴
其
の
度
を
言
い
て
曰

く
「
野
鳥
の
入
る
處
、
主
人
將
に
去
ら
ん
と
す
」
と
。
請
う
ら
く
は
服
に
問
わ
ん
「
予
何い
づ

く
に
去
り
て
之
か
ん
？
吉
な
る
か
我
に
告

げ
よ
。
凶
な
れ
ば
其
の
菑
わ
ざ
わ
いを

言
え
。
淹
數
の
度
、
予
に
其
の
期
を
語
れ
」
と
。
服
乃
ち
嘆
息
し
、
首
を
舉
げ
て
翼
を
奮
い
、
口
は
言
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う
こ
と
能
わ
ざ
れ
ど
、
請
う
ら
く
は
對
う
る
に
意
を
以
て
せ
ん
。「
萬
物
の
變
化
は
、
固
よ
り
休
息
無
く
、
斡
流
し
て
迁
り
、
或
は
推

し
て
還
る
。
形
氣
は
轉
續
し
、
變
化
し
て
嬗
た
り
。
沕
穆
無
窮
、
胡
ぞ
言
う
に
勝
る
べ
け
ん
や
。
禍
は
福
の
倚
る
所
、
福
は
禍
の
伏

す
所
。
憂
喜
は
門
に
聚
り
、
吉
凶
は
域
を
同
じ
う
す
。
…
…
）

賈
誼
は
雒
陽
の
人
。
十
八
歳
に
し
て
詩
文
を
よ
く
す
る
こ
と
が
評
判
に
な
り
、
そ
の
才
能
か
ら
河
南
守
の
呉
廷
尉
に
召
さ
れ
、
二
十
歳

の
時
に
孝
文
帝
の
博
士
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
讒
言
よ
っ
て
長
沙
に
左
遷
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
賈
誼
の
屋
敷
に
フ
ク
ロ
ウ
（
鴞
・

服
・
鵩
）
が
舞
い
込
ん
で
き
た
。
古
代
よ
り
、
中
国
に
お
け
る
フ
ク
ロ
ウ
に
は
不
吉
な
鳥
と
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
賈
誼
が
「
野
鳥
が
屋
敷
に

入
る
こ
と
」
を
占
っ
て
み
る
と
「
主
人
が
去
る
」
と
出
た
。
賈
誼
は
フ
ク
ロ
ウ
の
飛
来
に
自
ら
の
死
を
思
い
、
賦
を
作
る
の
で
あ
る
。

賦
の
中
で
、
賈
誼
が
フ
ク
ロ
ウ
に
自
ら
の
命
数
を
問
い
か
け
る
と
、
フ
ク
ロ
ウ
は
滔
々
と
禍
福
と
い
う
も
の
は
千
変
万
化
し
定
ま
ら
な

い
も
の
だ
と
説
く
。
し
か
し
、
フ
ク
ロ
ウ
の
様
子
は
「
口
は
言
う
こ
と
能
わ
ざ
れ
ど
、
請
う
ら
く
は
對
う
る
に
意
を
以
て
せ
ん
」
と
あ
り
、

も
は
や
そ
の
声
の
存
在
感
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
賦
に
お
い
て
、
賈
誼
と
フ
ク
ロ
ウ
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
間
に
巫
祝
的
な
人
物
は
介
在
せ
ず
、
さ
ら
に
賈
誼
は
フ
ク
ロ
ウ

の
意
を
自
ら
解
釈
し
て
賦
に
昇
華
さ
せ
て
お
り
、
宗
教
的
要
素
よ
り
も
文
芸
的
要
素
が
色
濃
く
表
れ
る
段
階
と
い
っ
て
い
い
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。お

わ
り
に

以
上
、
倉
庚
と
い
う
春
の
候
鳥
か
ら
鳥
全
般
に
敷
衍
し
て
、
中
国
古
代
社
会
に
お
け
る
鳥
の
鳴
き
声
の
理
解
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
鳥

の
鳴
き
声
の
中
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聴
き
取
る
文
化
は
、
中
国
古
代
に
も
根
強
く
あ
る
が
、
そ
の
性
格
は
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

ま
ず
は
、
史
書
や
故
事
・
伝
承
な
ど
に
記
録
さ
れ
た
予
言
や
占
い
な
ど
非
日
常
的
な
音
、
異
常
事
態
を
知
ら
せ
る
音
で
あ
る
。
こ
の
声

は
次
第
に
人
間
的
に
記
述
さ
れ
、
そ
の
意
味
を
解
釈
す
る
仲
介
者
を
必
要
と
し
な
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う

に
、
戦
国
以
降
、
鳥
獣
の
声
を
理
解
す
る
神
秘
的
な
宗
教
職
能
者
の
影
響
力
が
薄
れ
、
人
間
中
心
社
会
へ
の
移
行
し
て
い
く
こ
と
と
時
期

を
同
じ
く
す
る
。

（
45
）
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も
う
一
つ
は
倉
庚
の
よ
う
な
候
鳥
の
声
で
あ
る
。
こ
れ
は
月
令
・
歳
時
記
・
農
書
な
ど
に
記
録
さ
れ
、
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も

わ
か
る
よ
う
に
、
一
年
の
サ
イ
ク
ル
が
正
常
で
あ
る
こ
と
を
示
す
「
時
の
音
」
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
「
時
の
音
」
は
、
予
言
的
な
音

よ
り
も
広
く
知
ら
れ
た
知
識
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
各
時
代
・
各
地
域
の
サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

現
代
で
も
、
渡
り
鳥
の
飛
来
な
ど
季
節
に
よ
る
動
物
相
の
変
化
は
、
地
形
や
緯
度
な
ど
地
域
に
よ
っ
て
異
な
り
、
ま
た
歴
史
的
な
気
候
変

動
や
森
林
減
少
な
ど
の
変
化
を
踏
ま
え
れ
ば
、
時
代
に
よ
っ
て
も
聴
か
れ
る
音
は
異
な
っ
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

し
か
し
、「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
に
具
体
的
に
踏
み
込
も
う
と
す
る
と
、
そ
れ
が
記
載
さ
れ
た
古
代
の
文
献
に
は
、

時
代
・
地
域
を
特
定
し
に
く
い
と
い
う
成
立
上
の
問
題
が
あ
る
。
例
え
ば
、
魏
晋
以
降
は
地
志
に
「
伎
兒
鳥
」
の
よ
う
な
個
別
の
鳥
名
が

散
見
さ
れ
る
が
、『
礼
記
』
や
『
呂
氏
春
秋
』
な
ど
の
月
令
記
事
は
揃
っ
て
春
の
候
鳥
に
倉
庚
を
挙
げ
る
。
お
そ
ら
く
、
そ
の
編
纂
の
過
程

に
お
い
て
先
攻
す
る
記
事
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
す
る
な
ど
し
た
結
果
、
個
別
の
候
鳥
が
伝
わ
ら
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

整
理
さ
れ
た
文
献
記
載
と
実
態
の
乖
離
が
ど
の
程
度
想
定
さ
れ
る
の
か
、
ま
た
各
時
代
・
各
地
域
に
固
有
の
名
前
で
呼
ば
れ
る
鳥
が
存

在
し
た
と
し
て
、
人
々
が
そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
同
族
・
同
種
と
し
て
把
握
し
、
そ
の
他
と
分
類
し
て
い
た
の
か
と
い
う
根
本
的
な
問
題

に
今
後
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
課
題
は
尽
き
な
い
。

注

（
1
）	

『
呂
氏
春
秋
』
分
職
論
「
譬
白
公
之
嗇
、
若
梟
之
愛
其
子
也
」
高
誘
注
に
「
梟
愛
養
其
子
、
子
長
而
食
其
母
也
。
白
公
愛
荊
國
之
財
殺
其
身
也
」

と
あ
る
。

（
2
）	

鳩
杖
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
清
司
「
鳩
杖
と
文
身
―
呉
越
の
伝
説
と
考
古
学
」（『
日
中
文
化
研
究
』
第
六
号
、
一
九
九
四
年
）
や
、
山
田
勝

芳
「
鳩
杖
の
ゆ
く
え
」（『
東
北
大
学
東
洋
史
論
集
』
第
十
号
、
二
〇
〇
五
年
）
な
ど
、
法
制
史
お
よ
び
文
化
史
的
観
点
の
両
面
か
ら
研
究
さ
れ

て
い
る
。

（
3
）	

島
邦
男
氏
は
、『
呂
氏
春
秋
』
十
二
紀
の
成
立
に
つ
い
て
、
原
始
十
二
紀
、
漢
初
十
二
紀
、
後
漢
十
二
紀
（
現
行
）
と
段
階
的
に
『
夏
小
正
』

や
『
管
子
』、『
礼
記
』
月
令
な
ど
の
諸
編
を
取
り
込
ん
で
成
立
し
た
も
の
と
想
定
す
る
。
ま
た
、『
礼
記
』
月
令
は
、『
呂
氏
春
秋
』
の
漢
初
十

二
紀
お
よ
び
『
淮
南
子
』
時
則
訓
を
承
け
て
成
立
し
た
も
の
と
す
る
（
同
著
『
五
行
思
想
と
禮
記
月
令
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
一
九
七
一
年
、
一

二
七
頁
）。
島
氏
の
想
定
に
は
異
論
も
出
て
い
る
が
（
伊
藤
計
「
月
令
論
―
月
令
形
式
に
つ
い
て
」『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
二
十
六
集
、
一
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九
七
四
年
な
ど
）、
諸
文
献
の
月
令
記
事
が
影
響
関
係
を
持
っ
て
段
階
的
に
形
成
さ
れ
た
と
い
う
点
は
概
ね
一
致
す
る
。

（
4
）	

『
夏
小
正
』「〔
二
月
〕
有
鳴
倉
庚
。」

（
5
）	

『
呂
氏
春
秋
』
仲
春
紀
・
二
月
紀
「
蒼
庚
鳴
。
鷹
化
爲
鳩
。」『
淮
南
子
』
時
則
訓
も
同
文
。

（
6
）	

欠
字
に
つ
い
て
、
盧
文
弨
や
恵
棟
は
、『
太
平
御
覧
』
が
「
即
下
不
從
上
」
に
作
る
と
指
摘
す
る
。
丁
宗
洛
は
「
從
」
を
補
う
（
黄
懐
信
ほ
か

撰
『
逸
周
書
彙
校
集
注
』
上
海
：
上
海
古
籍
出
版
、
二
〇
〇
七
年
）。
文
脈
か
ら
し
て
も
、
道
理
に
悖
る
意
の
句
で
あ
ろ
う
。

（
7
）	
七
月
と
出
車
に
は
「
春
日
遲
遲
」
な
ど
類
似
の
句
が
見
え
、
こ
れ
ら
の
句
が
す
で
に
春
を
表
す
類
型
的
な
表
現
に
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
（
原
宗
子
「
豳
風
「
七
月
」
に
寄
せ
て
」『
学
習
院
史
学
』
第
三
十
五
号
、
一
九
九
七
年
）。

（
8
）	

張
虹
「
翻
飛
風
未
定　

巧
囀
春
已
濃
―
『
詩
経
』
黄
鳥
与
倉
庚
興
象
浅
探
」（『
作
家
』
二
〇
一
〇
年
第
四
期
）、
劉
彩
鳳
「『
詩
経
』
倉
庚

意
象
考
釈
」（『
戯
劇
之
家
』
二
〇
一
四
年
第
十
期
）。
赤
塚
忠
氏
は
、
倉
庚
に
限
ら
ず
『
詩
』
に
歌
わ
れ
る
鳥
に
つ
い
て
、「
神
の
福
祥
、
集
団

体
の
和
睦
の
幸
不
幸
、
男
女
契
合
の
喜
び
と
悲
し
み
」
が
伝
統
的
意
義
で
あ
る
と
述
べ
る
（「
か
さ
さ
ぎ
の
わ
た
せ
る
橋
―
振
鷺
の
舞
と
鳥
の

「
興
」」
同
著
『
赤
塚
忠
著
作
集
』
五
巻
（
詩
経
研
究
）、
研
文
社
、
一
九
八
六
年
。
初
出
は
『
近
代
』
第
十
一
・
十
三
号
、
一
九
五
五
年
）。

（
9
）	

韓
学
宏
「「
隔
葉
黄
鸝
」・「
出
谷
遷
喬
」
與
「
千
里
鶯
啼
」
―
従
鳥
類
生
態
角
度
談
『
全
唐
詩
』
中
的
黄
鶯
与
黄
鸝
」（『
光
武
国
文
学
報
』

二
〇
〇
四
年
第
一
期
）。

（
10
）	

ス
ズ
メ
目
コ
ウ
ラ
イ
ウ
グ
イ
ス
科
。
西
北
地
域
を
除
く
中
国
の
ほ
ぼ
全
域
に
生
息
。
平
原
や
広
葉
樹
林
に
住
み
、
五
月
中
旬
に
南
遷
し
て
高

い
樹
木
の
茂
み
に
隠
れ
る
。
五
月
下
旬
に
繁
殖
し
、
雄
鳥
はou-li-ou

やou-de-di-ou

な
ど
と
美
し
い
声
で
囀
る
。
主
に
虫
を
食
べ
る
た
め
、
害

虫
を
駆
除
す
る
作
用
が
あ
る
（
陳
服
官
ほ
か
編
『
中
国
動
物
志
』
鳥
綱
第
九
巻
、
北
京
：
科
学
出
版
社
、
一
九
九
八
年
、
五
十
四-

五
十
七
頁
）。

（
11
）	

ス
ズ
メ
目
ア
ト
リ
科
。
中
国
の
東
北
北
部
と
江
蘇
省
鎮
江
で
繁
殖
し
、
北
に
住
む
も
の
は
、
秋
に
内
モ
ン
ゴ
ル
東
部
・
河
北
・
河
南
・
山
東
・

江
蘇
を
経
由
し
て
南
方
で
越
冬
す
る
。
山
や
平
原
な
ど
生
息
場
所
は
広
く
、
春
と
秋
に
大
集
団
で
移
動
す
る
。
鳴
き
声
は
鋭
い
金
属
音
で
、toolee

、

tsuu-ee

な
ど
鈴
の
よ
う
に
鳴
く
。
春
に
は
若
芽
や
植
物
の
種
を
食
べ
、
秋
に
は
果
実
や
穀
物
を
食
べ
て
し
ま
う
が
、
少
数
な
ら
害
虫
や
雑
草
を

駆
除
す
る
作
用
が
あ
る
（
傅
桐
生
ほ
か
編
『
中
国
動
物
志
』
鳥
綱
第
十
四
巻
、
北
京
：
科
学
出
版
社
、
一
九
九
八
年
、
一
〇
一－

一
〇
四
頁
）。

（
12
）	

李
時
珍
集
解
は
、「
時
珍
曰
、
鶯
處
處
有
之
。
大
於
鵒
、
雌
雄
雙
飛
、
體
毛
黃
色
、
羽
及
尾
有
黑
色
相
閒
、
黑
眉
尖
觜
、
青
脚
。
立
春
後
卽
鳴
、

麥
黃
椹
熟
時
尤
甚
、
其
音
圓
滑
、
如
織
機
聲
、
乃
應
節
趨
時
之
鳥
也
。
月
令
云
、
仲
春
倉
庚
鳴
。
說
文
云
、
倉
庚
鳴
則
蠶
生
。
冬
月
則
藏
蟄
。
入

田
塘
中
、
以
泥
自
裹
如
卵
、
至
春
始
出
」
と
、「
鶯
」
の
特
徴
に
つ
い
て
『
陸
疏
』
の
黄
鳥
『
礼
記
』
月
令
の
倉
庚
の
記
事
な
ど
を
引
く
。
松
本

雅
明
氏
は
黄
鳥
を
コ
ウ
ラ
イ
ウ
グ
イ
ス
と
し
、「
す
な
わ
ち
黄
鳥
は
詩
に
別
に
み
え
る
倉
庚
と
同
じ
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
は
の
ち
に
鶯
と
い
う
が
、

日
本
の
ウ
グ
イ
ス
で
は
な
い
」
と
述
べ
る
（「
詩
経
の
花
と
黄
鳥
―
新
古
の
層
に
つ
い
て
の
一
章
」『
中
国
古
典
研
究
』
第
十
四
号
、
一
九
六

六
年
）。
ま
た
、
白
川
静
氏
は
周
南
・
葛
覃
の
「
黃
鳥
」
に
注
し
て
「
黄
鸝
と
も
倉
庚
と
も
い
う
。
わ
が
国
の
鶯
と
は
異
な
り
、
俗
に
高
麗
鶯
と
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い
う
」
と
述
べ
る
（
同
著
『
詩
経
国
風
』
平
凡
社
、
一
九
九
〇
年
、
五
十
六
頁
）。

（
13
）	

周
南
・
葛
覃
、
邶
風
・
凱
風
、
秦
風
・
黄
鳥
、
小
雅
・
綿
蠻
。

（
14
）	

豳
風
・
七
月
、
豳
風
・
東
山
、
小
雅
・
出
車
。

（
15
）	
張
虹
、
前
掲
論
文
。

（
16
）	
歴
史
上
の
気
候
変
動
に
関
す
る
研
究
は
、
竺
可
楨
「
中
国
近
五
千
年
来
気
候
変
遷
的
初
歩
研
究
」（『
考
古
学
報
』
一
九
七
二
年
第
一
期
）
が

そ
の
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
地
域
差
に
つ
い
て
、
二
十
世
紀
後
半
の
調
査
に
よ
る
と
、
コ
ウ
ラ
イ
ウ
グ
イ
ス
が
鳴
き
始
め
る
の
は
四
川

地
方
で
は
四
月
上
旬
、
長
江
流
域
で
五
月
初
頭
、
東
北
部
で
は
五
月
中
旬
と
、
一
ヶ
月
以
上
差
が
あ
る
（
郭
郛
・
ニ
ー
ダ
ム
ほ
か
『
中
国
古
代

動
物
学
史
』
北
京
：
科
学
出
版
社
、
一
九
九
九
年
、
三
四
〇
頁
）。

（
17
）	

「
倉
庚
」
が
現
れ
る
前
掲
『
詩
』
三
篇
の
う
ち
、
二
篇
は
豳
風
で
あ
り
、
豳
は
現
在
の
陝
西
省
付
近
に
比
定
さ
れ
る
。
ま
た
周
の
経
典
と
さ
れ

る
『
礼
記
』、『
逸
周
書
』
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
西
方
地
域
に
偏
向
気
味
で
あ
る
も
の
の
、
夏
暦
と
さ
れ
る
『
夏
小
正
』、
諸
子
百
家
の
言
説

が
入
り
混
じ
っ
た
『
呂
氏
春
秋
』
や
『
淮
南
子
』
に
も
同
様
の
記
述
が
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
即
断
は
で
き
な
い
。
さ
ら
な
る

考
察
を
要
す
る
。

（
18
）	

例
え
ば
、『
周
礼
』
夏
官
・
羅
氏
「
中
春
、
羅
春
鳥
」
に
鄭
玄
が
「
春
鳥
蟄
而
始
出
者
、
若
今
南
郡
黃
雀
之
屬
」
と
注
し
、
南
郡
に
お
け
る
春

鳥
の
具
体
例
と
し
て
「
黃
雀
之
屬
」
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
は
、
地
域
に
よ
っ
て
春
鳥
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

（
19
）	

『
本
草
綱
目
』
巻
二
十
「
景
天
」
の
釈
名
に
「
愼
火
・
戒
火
・
救
火
」
な
ど
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
ベ
ン
ケ
イ
ソ
ウ
（H

ylotelephium
 

erythrostictum

）
な
ど
の
多
肉
植
物
に
同
定
さ
れ
る
。

（
20
）	

ま
た
、
三
月
の
佚
文
に
は
「
三
月
三
日
、
杜
鵑
初
鳴
、
田
家
候
之
。
此
鳥
鳴
晝
夜
、
口
赤
上
天
乞
恩
、
至
章
陸
子
熟
乃
止
」
と
あ
る
（『
爾
雅

翼
』
巻
七
所
引
。
守
屋
美
都
雄
『
中
国
古
歳
時
記
の
研
究
―
資
料
復
元
を
中
心
と
し
て
』
帝
国
書
院
、
一
九
六
三
年
、
三
七
九
頁
）。

（
21
）	

「
穫
穀
」
は
、『
爾
雅
』
釈
鳥
の
「
鳲
鳩
、
鴶
鵴
」
に
郭
璞
が
「
今
之
布
穀
也
。
江
東
呼
爲
穫
穀
」
と
注
し
て
お
り
、
基
本
的
に
カ
ッ
コ
ウ

（Cuculus canorus

）
に
同
定
さ
れ
る
。
た
だ
、
守
屋
美
都
雄
氏
が
『
荊
楚
歳
時
記
』（
守
屋
美
都
雄
訳
注
、
布
目
潮
渢
・
中
村
裕
一
補
訂
、
平

凡
社
、
一
九
七
八
年
、
一
二
九
頁
）
の
訳
注
で
指
摘
す
る
よ
う
に
、
異
名
が
多
く
、
倉
庚
同
様
に
混
乱
し
や
す
い
鳥
で
あ
る
。

（
22
）	

「
禾
」
に
つ
い
て
、
畿
輔
叢
書
本
は
「
米
」
に
作
る
が
、
賀
次
君
は
『
太
平
寰
宇
記
』
と
校
合
し
、「
米
」
は
誤
り
で
あ
る
と
す
る
（
唐
・
李

吉
甫
撰
、
賀
次
君
校
点
『
元
和
郡
県
図
志
』
北
京
：
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
）。
本
論
も
ひ
と
ま
ず
こ
れ
に
従
う
。

（
23
）	

ま
た
、
中
村
裕
一
『
中
国
古
代
の
年
中
行
事
』
第
一
冊
・
春
（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）
に
よ
る
と
、
円
仁
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
開

成
四
年
正
月
十
四
日
条
に
、
立
春
の
町
か
ど
で
玩
具
の
鶯
を
売
っ
て
い
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
（「
十
四
日
、
立
春
。
市
人
作
鶯
賣
之
、
人
買
翫

之
」）。
こ
れ
は
、「
鶯
」
が
春
を
告
げ
る
鳥
と
し
て
人
々
に
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
反
映
で
あ
ろ
う
。
中
村
氏
は
、
こ
の
「
鶯
」
が
日
本
で
い
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う
と
こ
ろ
の
ウ
グ
イ
ス
か
ど
う
か
は
不
明
と
す
る
（
一
七
〇
頁
）。

（
24
）	

姑
獲
鳥
な
ど
夜
に
鳴
き
飛
ぶ
鳥
に
関
す
る
伝
承
や
呪
術
性
に
つ
い
て
は
、
山
田
慶
兒
「
夜
鳴
く
鳥
」（
同
著
『
夜
鳴
く
鳥
』
岩
波
書
店
、
一
九

九
〇
年
。
初
出
は
『
思
想
』
十
月
号
、
一
九
八
五
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
25
）	

レ
イ
モ
ン
ド
・
マ
リ
ー
・
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
『
世
界
の
調
律
―
サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
と
は
な
に
か
』（
鳥
越
け
い
子
ほ
か
訳
、
平
凡
社
、
二
〇

〇
六
年
。
原
書
はM

urray Schafer, Raym
ond; T

he T
uning of the W

orld, N
ew

 Y
ork: K

nopf, 1977

）、
三
十
六－

三
十
八
頁
。

（
26
）	
例
え
ば
、
鳥
越
け
い
子
『
サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
―
そ
の
思
想
と
実
践
』（
鹿
島
出
版
会
、
一
九
九
七
年
）
な
ど
。

（
27
）	

シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
、
前
掲
書
（
鳥
越
け
い
子
ほ
か
訳
）、
三
十
四
頁
。

（
28
）	

ア
ラ
ン
・
コ
ル
バ
ン
『
音
の
風
景
』（
小
倉
孝
誠
訳
、
藤
原
書
店
、
一
九
九
七
年
。
原
書
はCorbin, A

lain; Les cloches de la terre: paysage 
sonore et culture sensible dans les cam

pagnes au X
IX

e siècle, A
lbin M

ichel, c1994

）
で
は
、
鐘
の
音
に
着
目
し
て
い
る
。
ま
た
、

日
本
で
は
阿
部
謹
也
「
中
世
の
音
の
世
界
」（
同
著
『
蘇
る
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
、
一
九
八
七
年
）
も
中
世

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
鐘
に
つ
い
て
論
じ
て
お
り
、
こ
の
研
究
を
引
い
て
、
笹
本
正
治
『
中
世
の
音
・
近
世
の
音
―
鐘
の
音
の
結
ぶ
世
界
』（
名
著
出

版
、
一
九
九
〇
年
）
が
日
本
の
鐘
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

（
29
）	

日
本
古
代
の
サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
に
つ
い
て
は
、
中
川
真
『
平
安
京　

音
の
宇
宙
―
サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
へ
の
旅
』（
増
補
版
、
平
凡
社
、

二
〇
〇
四
年
。
初
出
は
一
九
九
二
年
）、
三
宅
和
朗
「
古
代
の
声
の
風
景
―
ナ
ク
と
サ
ヘ
ヅ
ル
」（
同
著
『
古
代
の
人
々
の
心
性
と
環
境
』
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
一
六
年
。
初
出
は
二
〇
一
五
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
30
）	

中
川
真
、
前
掲
書
、
八
十
五－

八
十
七
頁
。
興
味
深
い
こ
と
に
、『
枕
草
子
』「
鳥
は
」
の
段
に
は
「
郭ほ

と
と
ぎ
す公は

…
…
五
月
雨
の
短
き
夜
に
寝
覚

め
を
し
て
、
い
か
で
人
よ
り
先
に
聞
か
む
と
待
た
れ
て
、
夜
深
く
う
ち
出
で
た
る
声
の
ら
う
ら
う
じ
う
愛
嬌
づ
き
た
る
、
い
み
じ
う
心
あ
く
が

れ
、
せ
む
方
な
し
。
…
…
夜
鳴
く
も
の
、
何
も
何
も
め
で
た
し
。
ち
ご
ど
も
の
み
ぞ
さ
し
も
な
き
」（『
日
本
古
典
文
学
全
集
』
所
収
、
松
尾
聰
・

永
井
和
子
校
注
訳
、
小
学
館
、
一
九
九
七
年
、
九
十
七－
九
十
八
頁
）
と
あ
り
、
夜
鳴
く
鳥
の
声
に
つ
い
て
「
ら
う
ら
う
じ
う
愛
嬌
づ
き
た
る
」

や
「
何
も
何
も
め
で
た
し
」
な
ど
好
ま
し
く
評
価
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
中
川
氏
は
、
夜
は
神
々
や
妖
怪
の
支
配
す
る
世
界
で
あ
り
、
視

覚
が
奪
わ
れ
た
状
況
で
は
音
こ
そ
が
そ
れ
ら
と
交
信
す
る
手
段
と
な
る
と
述
べ
る
（
中
川
真
、
前
掲
書
、
八
十
八－

九
十
頁
）。
本
論
で
触
れ
た

よ
う
に
、
中
国
で
も
フ
ク
ロ
ウ
な
ど
夜
に
鳴
く
鳥
は
古
く
か
ら
怪
異
・
神
秘
的
存
在
と
み
な
さ
れ
た
が
、
夜
の
音
を
楽
し
む
姿
勢
は
中
国
の
古

代
文
献
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。『
周
礼
』
秋
官
・
庭
氏
に
は
、「
庭
氏
、
掌
射
國
中
之
夭
鳥
。
若
不
見
其
鳥
獸
、
則
以
救
日
之
弓
與
救
月

之
矢
射
之
」
と
あ
り
、「
夭
鳥
」
に
つ
い
て
鄭
玄
は
「
不
見
鳥
獸
、
謂
夜
來
鳴
呼
、
爲
怪
者
」
と
注
し
て
お
り
、
夜
鳴
く
鳥
獣
は
怪
異
で
あ
り
、

特
殊
な
弓
矢
を
以
て
駆
除
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
清
少
納
言
が
「
め
で
た
し
」
と
褒
め
た
ホ
ト
ト
ギ
ス
（
杜
鵑
）
は
、
中
国
で
は
季

春
を
告
げ
る
鳥
で
あ
る
と
同
時
に
（
注
20
参
照
）、
古
代
の
蜀
王
・
杜
宇
の
魂
が
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
悲
し
い
声
で
鳴
き
続
け
る
鳥
と
い
う
の
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が
古
典
的
な
評
価
で
あ
る
（『
全
唐
詩
』
巻
二
二
一
・
杜
甫
「
杜
鵑
」「
杜
鵑
暮
春
至
、
哀
哀
叫
其
閒
。
我
見
常
再
拜
、
重
是
古
帝
魂
」）。『
枕
草

子
』
と
中
国
古
典
で
は
異
な
る
感
性
が
垣
間
見
え
て
興
味
深
い
。

（
31
）	

傅
修
延
「
聴
覚
叙
事
初
探
」（『
江
西
社
会
科
学
』
二
〇
一
三
年
第
二
期
）。
ま
た
傅
氏
に
よ
る
と
、
文
学
的
な
音
声
表
現
方
法
は
、
あ
る
音
を

別
の
類
似
音
で
喩
え
る
「
聴
声
類
声
」（
例
え
ば
『
三
国
演
義
』「
聲
如
巨
雷
」）
か
ら
、
形
で
喩
え
る
「
聴
声
類
形
」（
白
居
易
・
小
童
薛
陽
陶

吹
觱
栗
歌
「
急
聲
圓
促
不
斷
、
轢
轢
轔
轔
似
珠
貫
」）
に
発
展
す
る
と
述
べ
る
。

（
32
）	

『
山
海
経
』
に
お
い
て
鳥
獣
魚
の
名
前
の
由
来
を
「
其
鳴
（
名
）
自
號
（
叫
・
呼
・
䚯
・
詨
）」
と
す
る
も
の
は
三
十
五
例
あ
り
、
そ
の
う
ち

鳥
に
つ
い
て
い
う
も
の
は
約
半
数
の
十
七
例
あ
る
。
中
国
語
の
動
物
の
命
名
方
法
に
つ
い
て
研
究
し
た
李
海
霞
「
漢
語
対
動
物
命
名
取
象
的
優

先
規
律
」（『
南
京
社
会
科
学
』
二
〇
〇
〇
年
第
十
期
）
に
よ
る
と
、
鳥
の
名
前
の
由
来
に
な
る
要
素
は
、
形
体
・
文
色
・
生
態
・
動
作
・
鳴
声

の
う
ち
、
鳴
声
が
二
七
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
最
も
多
い
。

（
33
）	

特
に
、
山
林
や
雑
木
林
の
中
に
生
息
す
る
鳥
は
、
声
が
聞
こ
え
て
も
姿
を
発
見
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。
日
本
の
ウ
グ
イ
ス
も
こ
う
し
た
鳥

の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
コ
ウ
ラ
イ
ウ
グ
イ
ス
も
ま
た
樹
木
の
茂
み
に
身
を
隠
す
鳥
で
あ
る
。

（
34
）	

川
田
氏
は
ア
フ
リ
カ
・
モ
シ
族
や
、
グ
リ
ム
童
話
な
ど
の
例
を
挙
げ
、
日
本
の
例
に
つ
い
て
は
柳
田
国
男
『
野
鳥
雑
記
』
か
ら
フ
ク
ロ
ウ
の

「
五
郎
助
、
奉
公
」
な
ど
を
引
く
（
同
著
『
聲
』
筑
摩
書
房
、
一
九
九
八
年
、
一
〇
〇－

一
一
〇
頁
。
初
出
は
一
九
八
八
年
）。
柳
田
国
男
『
野

草
雑
記
・
野
鳥
雑
記
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
一
年
。
初
出
は
一
九
四
〇
年
。
収
録
各
篇
の
初
出
は
省
略
）
に
は
こ
の
ほ
か
に
も
様
々
な
鳥
名
を

解
説
す
る
昔
話
を
載
せ
て
い
る
。
ま
た
、
山
口
仲
美
『
ち
ん
ち
ん
千
鳥
の
な
く
声
は
―
日
本
語
の
歴
史　

鳥
声
編
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
八
年
。

初
出
は
一
九
八
九
年
）
が
日
本
語
・
日
本
文
化
に
お
け
る
鳥
声
の
写
声
語
・
聞
き
な
し
を
網
羅
的
に
扱
っ
て
い
る
。

（
35
）	

エ
リ
ア
ー
デ
は
「
動
物
、
と
く
に
鳥
の
言
葉
を
習
得
す
る
こ
と
は
、
自
然
の
秘
密
を
知
り
、
予
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
と
同
価
値
で
あ

る
。
…
…
こ
う
し
た
動
物
は
未
来
の
秘
密
を
啓
示
す
る
。
こ
れ
ら
は
死
者
の
魂
の
容
器
、
ま
た
は
神
の
顕
現
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」

と
述
べ
る
（
同
著
『
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
―
古
代
的
エ
ク
ス
タ
シ
ー
技
術
』
堀
一
郎
訳
、
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
四
年
、
一
七
六
頁
。
初
出
は
一

九
七
四
年
。
原
書
はEliade, M

ircea; Shem
anism

, A
rchaic T

echniques of E
cstasy, translated from

 the French by W
illard R. 

T
rask, Bollingen Series LX

X
V

I, Published by Bollingen Foundation, N
ew

 Y
ork, 1964

）。

（
36
）	

赤
塚
忠
、
前
掲
書
、
四
三
五
頁
。

（
37
）	

金
文
京
「A

 little bird told m
e!

―
公
冶
長
解
鳥
語
考
」（『
慶
應
義
塾
大
学
言
語
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
二
十
二
号
、
一
九
九
〇
年
）。
金

氏
の
論
文
は
、
公
冶
長
説
話
を
中
心
に
魏
晋
以
降
の
鳥
の
声
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
り
、
非
常
に
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
る
。

（
38
）	

高
木
智
見
「
瞽
矇
の
力
―
春
秋
時
代
の
盲
人
楽
師
に
つ
い
て
」（『
山
口
大
学
文
学
会
志
』
第
四
十
一
号
、
一
九
九
〇
年
）。

（
39
）	

宋
の
始
祖
で
あ
る
微
子
は
殷
・
紂
王
の
庶
兄
で
あ
り
、
周
が
殷
・
紂
王
を
討
っ
た
後
に
周
・
武
王
に
降
伏
し
、
宋
を
国
と
し
た
（『
史
記
』
巻
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三
十
八
・
宋
微
子
世
家
「
微
子
開
者
、
殷
帝
乙
之
首
子
而
帝
紂
之
庶
兄
也
。
…
…
周
武
王
伐
紂
克
殷
、
微
子
乃
持
其
祭
器
造
於
軍
門
、
肉
袒
面

縛
、
左
牽
羊
、
右
把
茅
、
膝
行
而
前
以
告
。
於
是
武
王
乃
釋
微
子
、
復
其
位
如
故
。
…
…
乃
命
微
子
開
代
殷
後
、
奉
其
先
祀
、
作
微
子
之
命
以

申
之
、
國
于
宋
」）。

（
40
）	

釈
文
は
清
華
大
学
出
土
文
献
研
究
与
保
護
中
心
編
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
楚
竹
簡
』
第
三
巻
（
上
海
：
中
西
書
局
、
二
〇
一
二
年
）
に
拠
っ
た
。

訓
読
に
は
椛
島
雅
弘
「
清
華
簡
『
赤

之
集
湯
之
屋
』
釈
読
」（『
中
国
研
究
集
刊
』
第
五
十
八
号
、
二
〇
一
四
年
）
を
参
照
し
た
。

（
41
）	
藤
野
岩
友
「
中
国
古
代
に
お
け
る
不
具
者
尊
重
の
習
俗
に
つ
い
て
」（
同
著
『
中
国
の
文
学
と
礼
俗
』
角
川
書
店
、
一
九
七
六
年
。
初
出
は
一

九
三
六
年
）。

（
42
）	

高
木
智
見
、
前
掲
論
文
。

（
43
）	

齋
藤
道
子
「
鬼
を
哭
か
せ
た
も
の
―
巫
の
地
位
の
変
容
か
ら
見
る
中
国
戦
国
期
以
降
の
文
字
文
化
の
浸
透
」（『
東
海
史
学
』
第
四
十
五
号
、

二
〇
一
一
年
）。

（
44
）	

浅
野
裕
一
『
古
代
中
国
の
文
明
観
―
儒
家
・
墨
家
・
道
家
の
論
争
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
年
）、
五
十
五
頁
。

（
45
）	

フ
ク
ロ
ウ
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
中
国
古
代
に
お
け
る
悪
鳥
観
―
ふ
く
ろ
う
の
イ
メ
ー
ジ
の
固
定
化
と
そ
の
背
景
」（『
日
本

秦
漢
史
研
究
』
第
十
五
号
、
二
〇
一
五
年
）、「
ふ
く
ろ
う
の
イ
メ
ー
ジ
と
不
孝
に
つ
い
て
の
一
試
論
―
五
月
と
の
関
係
か
ら
」（『
史
学
』
第

八
十
四
巻
第
一－

四
号
、
二
〇
一
五
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

【
引
用
文
献
出
典
】

『
詩
』
お
よ
び
『
毛
詩
注
疏
』：『
毛
詩
注
疏
』
漢
・
毛
亨
・
毛
萇
伝
、
漢
・

玄
撰
、
唐
・
孔
穎
達
注
疏
、
唐
・
陸
徳
明
音
義
、
朱
傑
人
・
李
慧
玲
整

理
、
上
海
：
上
海
古
籍
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
。

『
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
疏
』：『
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
疏
』
呉
・
陸
璣
撰
、
増
訂
漢
魏
叢
書
、
湖
南
：
芸
文
書
局
、
一
九
八
一
年
。

『
周
礼
』：『
周
礼
注
疏
』
漢
・

玄
注
、
唐
・
賈
公
彦
疏
、
彭
林
整
理
、
上
海
：
上
海
古
籍
出
版
、
二
〇
〇
一
年
。

『
夏
小
正
』：『
夏
小
正
正
義
』
清
・
王
筠
撰
、
叢
書
集
成
初
編
、
上
海
：
商
務
印
書
館
、
二
〇
一
〇
年
。

『
左
伝
』：『
春
秋
左
伝
正
義
』
晋
・
杜
預
注
、
唐
・
孔
穎
達
疏
、
台
北
：
中
華
書
局
、
二
〇
〇
五
年
。

『
爾
雅
』：『
爾
雅
注
疏
』
晋
・
郭
璞
注
、
宋
・
邢
昺
疏
、
王
世
偉
整
理
、
上
海
：
上
海
古
籍
出
版
、
一
九
七
五
年
。

『
方
言
』：『
爾
雅
・
廣
雅
・
方
言
・
釋
名
：
清
疏
四
種
合
刊
』
漢
・
揚
雄
撰
、
晋
・
郭
璞
注
、
上
海
：
上
海
古
籍
出
版
、
二
〇
一
二
年
。

『
史
記
』：『
史
記
』
漢
・
司
馬
遷
撰
、
劉
宋
・
裴
駰
集
解
、
唐
・
司
馬
貞
索
隠
、
唐
・
張
守
節
正
義
、
北
京
：
中
華
書
局
、
二
〇
一
一
年
。
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『
逸
周
書
』：『
逸
周
書
彙
校
集
注
』
黄
懐
信
・
張
懋
鎔
・
田
旭
東
撰
、
黄
懐
信
修
訂
、
李
学
勤
審
定
、
上
海
：
上
海
古
籍
出
版
、
一
九
八
三
年
。

『
荊
楚
歳
時
記
』：『
荊
楚
歳
時
記
―
中
国
民
族
の
歴
史
的
研
究
：
校
注
』
守
屋
美
都
雄
、
帝
国
書
院
、
一
九
八
三
年
。

『
元
和
郡
県
図
志
』：『
元
和
郡
県
図
志
』
唐
・
李
吉
甫
撰
、
賀
次
君
校
点
、
中
国
古
代
地
理
總
志
叢
刊
、
北
京
：
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
。

『
水
経
注
』：『
水
経
注
』
北
魏
・
酈
道
元
、
北
京
：
商
務
印
書
館
、
一
九
八
六
年
。

『
呂
氏
春
秋
』：『
呂
氏
春
秋
』
後
漢
・
高
誘
注
、
台
北
：
芸
文
印
書
館
、
一
九
七
四
年
。

『
淮
南
子
』：『
淮
南
鴻
烈
集
解
』
劉
文
典
撰
、
馮
逸
・
喬
華
点
校
、
北
京
：
中
華
書
局
、
一
九
五
五
年
。

『
芸
文
類
聚
』：『
芸
文
類
聚
』
唐
・
歐
陽
詢
撰
、
汪
紹
楹
校
、
上
海
：
上
海
古
籍
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
。

『
山
海
経
』：『
山
海
経
箋
疏
』
晋
・
郭
璞
注
、
清
・
郝
懿
行
疏
、
台
北
：
台
湾
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
。

『
太
平
広
記
』：『
太
平
広
記
会
校
』
宋
・
李
昉
撰
、
張
国
風
会
校
、
北
京
：
北
京
燕
山
出
版
社
、
一
九
九
九
年
。


